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はじめに

このたびは、(株 )デジタル製 PS-3650A/PS-3651A (以下、「PS-A」と称します ) をお買い上げいただき、誠

にありがとうございます。

ご使用にあたっては、本書をよくお読みいただき、PS-Aの正しい取り扱い方法と機能をご理解いただきます

ようお願いいたします。

© Copyright 2006 Digital Electronics Corporation. All rights reserved.

本書に記載の商品名は、それぞれの権利者の商標または登録商標です。

お断り

1． 本製品および本書の内容の、一部または全部を無断で転載することは禁止されています。

2． 本製品および本書の内容に関しては、将来予告なしに変更することがありますのでご了承ください。

3． 本製品および本書の内容に関しては、万全を期して作成いたしましたが、万一誤りや記載もれなど、

ご不審な点がありましたらご連絡ください。

4． 本製品を使用したことによるお客様の損害その他の不利益、または第三者からのいかなる請求につき

ましても、当社はその責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。
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安全に関する使用上の注意

本書には、PS-Aを正しく安全にお使いいただくために安全表記が記述されています。本書ならびに関連マ

ニュアルをよくお読みいただき、PS-Aの正しい取り扱い方法と機能を十分にご理解いただきますようお願

いします。

絵表示について

本書では、PS-Aを正しく使用していただくために、注意事項に次のような絵表示を使用しています。ここで

示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載しています。

その表示と意味は次のようになっています。

設計上の警告事項

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定

される内容を示します。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ったり、物的損害の発生が

想定される内容を示します

正しく使用するために、してはいけない（禁止）事項です。

正しく使用するために、しなくてはならない（強制）事項です。

人的損害や物的損害をもたらす可能性があるスイッチは、絶対にタッチパネル上に作らないでください。

本体、ユニット、ケーブル等の故障により、意図しない出力信号が出て重大な事故につながる可能性が

あります。重大な動作を行うスイッチは PS-A本体以外の装置より行うようにシステム設計をしてくだ

さい。

装置の安全性に関わるタッチスイッチを PS-A上に設けないでください。非常停止スイッチなどの安全

性に関わるスイッチは、別系統のハードウエアスイッチを設けてください。

PS-Aとホストコントローラとの通信異常で機械が誤動作しないようにシステム設計を行ってください。

人体に傷害を負ったり、物的損害の恐れがあります。

傷害・重大な物的損害や生産停止の原因となり得る重要な警告装置として PS-Aを使用しないでくださ

い。重要な警告表示および警報に関わる制御装置は、独立し冗長性のあるハードウェアか、機械的イン

ターロックによって構成してください。
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取り扱い上の警告事項

配線上の警告事項

立ち上げ・保守時の警告事項

PS-Aは航空機器、航空宇宙機器、幹線通信機器、原子力制御機器、生命の維持に関わる医療機器など

の極めて高度な信頼性・安全性が求められる用途への使用を想定しておりません。これらの用途には使

用できません。

PS-Aを運送機器（列車、自動車、船舶等）、防災防犯装置、各種安全装置、生命の維持に関わらない医

療機器などの、機能・精度において高い信頼性・安全性が求められる用途で使用する場合は、組み込ま

れるシステム機器全般として、冗長設計、誤動作防止設計等の安全設計を施す必要があります。
     

バックライトが切れると、画面が真っ暗になって表示が見えなくなりますが、バックライト消灯機能作

動時と異なり、タッチスイッチの入力は有効なままです。操作者がバックライト消灯状態と間違えて

タッチパネルを押した場合、不当なタッチパネル操作となる恐れがあります。不当な操作による人的・

物的損害が生じる恐れのあるタッチスイッチを PS-A上に設けないでください。 

バックライトが切れた場合は以下のような現象が発生します。

① バックライトセーバーを設定していないのに画面の表示が消える。

② バックライトセーバーを設定していて画面の表示が消えた際に、一度タッチなどの入力を行っても表

示が復帰しない。

PS-Aは改造しないでください。火災、感電の恐れがあります。

可燃性ガスのあるところでは使用しないでください。爆発の恐れがあります。

電源ケーブルの取り付けは必ず電源が供給されていないことを確認してから行ってください。感電の恐

れがあります。

表示された電源電圧以外の電圧で使用しないでください。火災、感電の恐れがあります。

電源投入中にホストとの通信ケーブルを挿抜しないでください。

PS-Aは時計のバックアップのためにリチウム電池を内蔵しています。電池を誤って交換すると、電池

が爆発する恐れがあります。交換が必要な場合は、(株 )デジタルの指定する製品と交換してください。

  7.6 内蔵電池の交換 (7-15 ページ )
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取り付け上の注意事項

配線上の注意事項

立ち上げ・保守時の注意事項

廃棄時の注意事項

故障しないために

ケーブルは、コネクタに確実に装着してください。接触不良により、誤入力や誤出力の恐れがあります。

FG端子は、PS-A専用の D種接地工事を行ってください。感電や誤動作の恐れがあります。

端子ネジは規定のトルクで締め付けてください。端子ネジの締め付けがゆるいと短絡、火災や誤動作の

恐れがあります。

PS-A内に、切粉や配線くずなどの異物が入らないように注意してください。火災、故障や誤動作の恐

れがあります。

ハードディスクまたは CF カードにアクセス中は、絶対に PS-A 本体の電源 OFF、PS-A のリセット、

CFカードの抜き差しは行わないでください。ハードディスクや CFカード内のデータが破壊される恐れ

があります。

製品を廃棄するときは、産業廃棄物として扱ってください。

PS-Aの表示部を強い力や硬い物質で押さえないでください。表示部が割れ危険です。シャープペンシル

やドライバのように先が鋭利なもので、タッチパネルを押さえないでください。破損のおそれがありま

す。

PS-Aを設置する周囲温度は、仕様の範囲外で使用すると、故障の原因となります。

PS-Aの温度上昇を防ぐため、PS-Aの通風孔をふさいだり熱がこもるような場所での使用は避けてくだ

さい。

温度変化が急激で結露するような場所での使用は避けてください。故障の原因となります。

PS-Aの内部に水や液状のものや金属を入れないでください。故障や感電の原因となります。(汚染度は

2 です )

PS-Aを直射日光の当たる場所や、高温、粉塵、湿気もしくは振動の多いところで使用および保管しない

でください。

薬品が気化し、発散している空気や薬品が付着する場所での使用および保管は避けてください。

酸・アルカリ・その他塩類 ..... 腐食による故障
有機溶剤類 ..............................火災
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液晶パネルに関する注意とお願い

• 液晶ディスプレイの内部には、刺激性物質が含まれています。万一の破損により液状の物質が流出して皮

膚に付着した場合は、すぐに流水で 15分以上洗浄してください。また、目に入った場合は、すぐに流水

で 15分以上洗浄した後、医師にご相談ください。

• 液晶ディスプレイは表示内容やコントラスト調整などにより、明るさのムラが生じることがありますが、

故障ではありませんのでご了承ください。

• 液晶ディスプレイの表示の明るさや色調には個体差があります。複数台を並べて使用する場合、個体差が

生じることをあらかじめご了承ください。

• 液晶ディスプレイは温度により、白っぽく (高温の時 )見えたり、黒っぽく (低温の時 )見える場合があ

りますが、故障ではありませんのでご了承ください。

• 液晶ディスプレイの素子には、微細な斑点（黒点、輝点）が生じることがあります。これは故障ではあり

ませんのでご了承ください。

• 液晶パネルにクロストーク (表示延長上の影 )が現れる場合があります。これは液晶パネルの基本的特性

ですのでご了承ください。

• 液晶ディスプレイの画面を視野角外から見ると表示色が変化して見えます。これは液晶ディスプレイの基

本的特性ですのでご了承ください。

• 同一画面を長時間表示していると表示されていたものが残像として残ることがあります。このような場合

は、いったん電源を切り、しばらくしてから再度電源を入れると戻ります。これは液晶ディスプレイの基

本的特性ですのでご了承ください。

• 残像を防ぐには以下のようにしてください。 

＊同一画面で待機する場合は、表示 OFF機能を使用する。 

＊表示画面を周期的に切り替えて、同一画面を長時間表示しない。

PS-Aの表面が汚れた場合は乾いたやわらかい布に薄めた中性洗剤をしみ込ませ、硬くしぼってふき取っ

てください。シンナーや有機溶剤などでふかないでください。

表示部の液晶は紫外線によって劣化します。強い紫外線のもとでの使用および保管は避けてください。

保存周囲温度以下で保存すると、表示部の液晶が凝固しパネルが破損する恐れがあります。また、保存

周囲温度を超えると液晶が等方性の液体となり、元の状態に戻らなくなります。できるだけ室温付近で

保存してください。

PS-Aの電源 OFF 後、電源を再投入する場合は、一定時間おいてから ON にしてください。正常に動作

しない場合があります。

不慮の事故により、PS-A のデータが失われた場合を想定してデータは必ずバックアップしておいてくだ

さい。
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マニュアル表記上の注意

本書で使用している用語や記号等の意味は以下のとおりです。

この表示の説明に従わない場合、機器の異常動作やデータの消失などの不都合が起
こる可能性があります。

使用するに際して、ポイントとなる項目です。

(1) (2) 操作手順です。番号に従って操作を行ってください。

※ 脚注で説明している語句についています。

関連事項の参照ページを示します。
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梱包内容

梱包箱には、以下のものが入っています。ご使用前に必ず確認してください。

PS-A本体　1台　　　　　取扱説明書　1冊　　　　取り付け金具（4個 1組）

防滴パッキン　1個（本体付属）　　　　　　　USBホルダー　2セット
（1セットは USBホルダー 1個 +カバー 2個）

電源プラグ　1個（本体装着）                              　   ACタイプ用電源ケーブル　1個 

品質や梱包などには出荷に際し万全を期しておりますが、万一破損や部品不足、その他お気付き

の点がありましたら、直ちに販売店までご連絡くださいますようお願いいたします。

• ACタイプ用電源ケーブルは AC100V専用です。その他の電圧では規格に合ったケー

ブルを使用してください。

• ACタイプ用電源ケーブルは電気用品安全法で定められた「電気用品」ではありません。

• ACタイプ用電源ケーブルは本製品専用です。他の電気機器には転用できません。

• DCタイプには電源ケーブルは梱包されていません。

• オプション品組み込み出荷の場合、オプション品の取扱説明書も入っています。各オ

プション品取扱説明書に記載の梱包内容も合わせて確認してください。

取扱説明書

ACタイプの場合 

(5.08mmピッチ )

DCタイプの場合

(7.62mmピッチ )
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UL/CSA認定について

以下の機種は UL/CSA製品認定品です。（UL File No. E220851/ CSA File No. 219866）

以下の規格に適合しています。

• UL508 工業用電気制御装置

• CSA-C22.2, No.142-M1987 制御処理装置

<注意事項 > 
PS-Aを組み込んだ機器を UL申請する際は、以下の事項にご注意ください。
• PS-Aの背面部はエンクロージャとして認定されていません。PS-Aは機器に組み込み、機器全体とし
て規格に適合するエンクロージャを構成してください。

• PS-Aはタイプ 4X（室内専用）および / またはタイプ 12エンクロージャの平面上に取り付けてください。
• PS-Aは室内専用機として使用してください。
• PS-Aは前面取り付けで使用してください。
• 自然空冷の場合、PS-Aは垂直なパネルに取り付けてください。また、背面部周囲の空間は全方向に

50mm以上開けることを推奨します。温度は PS-Aの組み込まれた最終製品で確認しなければなりま
せん。

CEマーキングについて

PS3650A-T41、PS3651A-T41は、EMC指令と低電圧指令に適合した CEマーク製品です。EN55011 Class Aと

EN61000-6-2および EN60950 に適合しています。

PS3650A-T41-24V/PS3651A-T41-24Vは、EMC指令に適合した CEマーク製品です。EN55011 Class A, 

EN61000-6-2に適合しています。

FCC規格について

米国 FCC規格 Part15、Subpart B, Class A EMI適合に関する注意：

この装置は、FCC規格 Part15に基づく Class Aデジタル装置の制限に適合していることが試験により実証済

みです。これらの制限は、商業環境で装置を稼働する際の有害な干渉に対する適切な保護を提供するために

設けられているものです。この装置は、無線周波エネルギーを発生、使用し、また放射する可能性があるた

め、この装置の取扱説明書に従って設置および使用しなかった場合には無線通信に有害な干渉を与えること

があります。この装置の住宅地域での使用は有害な干渉を引き起こす可能性があり、使用者の費用で干渉防

止措置を講じる必要があります。

型式 UL/CSA登録型式

PS3650A-T41 3480801-02

PS3651A-T41 3480801-01

PS3650A-T41-24V 3480801-12

PS3651A-T41-24V 3480801-11
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1 概要

1. ご使用になる前に
2. システム構成図
3. オプション機器一覧
4. 各部名称とその機能

PS-Aと接続可能な周辺機器および各部名称とその機能を紹介します。
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1.1 ご使用になる前に

PS-Aを運転するまでの手順は次のとおりです。

• ハードウエアセットアップの後、実際にハードディスクにデータやアプリケーション

を記録するためには、使用するオペレーティングシステム (Windows®2000、

Windows®XP)パーティション（記録区画）の作成とフォーマット（初期化）が必要

です。ご使用になるオペレーティングシステムの取扱説明書をよくお読みになり、正

しくご使用ください。

• PS-Aの電源を切った後、PS-Aの電源を再投入する場合は、5秒以上の間隔をおいて

ください。正常に起動しない場合があります。

• PS-Aで対応している OSは、Windows®2000、Windows®XPです。それ以外の OS

では、ドライバなどのユーティリティソフトがサポートされていません。

各種周辺機器の接続

↓

PS-Aの電源 ON

↓

システムのセットアップ

↓【OSなしタイプの場合】

OSのインストール

↓

Driver のインストール

↓

各種ドライバの組み込み

↓

アプリケーションのインストール

↓

PS-Aの設置

【
プ
リ
イ
ン
ス
ト
ー
ル
タ
イ
プ
の
場
合
】

各種オプション機器や拡張ボードなどを接続します。

1.2 システム構成図 (1-4 ページ )、1.3 オプション
機器一覧 (1-5 ページ )

PS-Aの電源ケーブルを接続し、電源を入れます。

3.2 配線について (3-7 ページ )

BIOSをセットアップします。

4.1 システムセットアップ手順 (4-2 ページ )

PS-Aに市販の OSをインストールします。OSのセットアッ

プ方法については、各 OSのマニュアルを参照してください。

必要に応じて、各種アプリケーションをインストールします。

インストール方法については、各アプリケーションのマニュア

ルを参照してください。
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1.1.1 フロントアクセスマスク機能について

本体前面のフロントカバーを開くと USBポートとリセットスイッチがあります。意図しない操作

（リセットや USBポートからのアクセス）を防止したい場合は、本体内部の基板上にある DipSW

の設定を変更することで、機能をマスクすることができます。

DipSWの位置と設定内容については、以下をご参照ください。

1.1.2 電源について

PS-Aの電源状態には、無通電状態、通常起動状態、ソフト OFF状態※ 1の 3つがあります。

各状態は次のように移行します。

2.3 インターフェイス仕様  ■ スイッチ (2-6 ページ )

※ 1 ソフト OFF状態とは、システムの起動のために必要な回路にのみ電源が供給されている状態

のことを指し、Windows®によるシャットダウンを行った後の状態です。Windows®で設定す

るシステムスタンバイとは異なります。

Power LED

OFF ON

OFF

OFF

ON
Windows

OFF
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1.2 システム構成図

本体に接続する主な周辺機器を示します。

• 上図は PS-Aの内部処理の流れや周辺機器との接続について示したものです。PS-Aの

実際の部品配置とは異なります。

PS-3650A/PS-3651A

COM1

IDE HDD  1 2

DIM  1 2

LAN

10BASE-T/ 100BASE-TX
( )

RAS

(2 )
HUB

(SPIDER8TX-PRO) 2

CF
(1 TypeII ) CF CF  2

CF CF  2

3
(1 )

PCI

PCMCIAPCMCIA
(1 TypeIII )

CF  2

USB
(1 ) USB1.1

( )

1
2 1.3 
3 PS-3651A PS-3650A

USB
(4 ) USB2.0 or 1.1 

etc.

USB USB

RAS ( )

USB HDD/DVD-RW etc.
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1.3 オプション機器一覧

PS-Aのオプション品です。オプション品は別売です。

■オプション

■メンテナンスオプション

品名 型式 内容

DIM モジュール
PSA-DDR512 メモリモジュール　512Mバイト
PSA-DDR1G メモリモジュール   1Gバイト

ハードディスクユニット PS365XA-HD40 2.5型ハードディスクを搭載した HDD
ユニット (40Gバイト　OSなし )

CFカード 

CA3-CFCALL/128MB-0 Type Ⅰ　128Mバイト
CA3-CFCALL/256MB-0 Type Ⅰ　256Mバイト
CA3-CFCALL/512MB-0 Type Ⅰ　512Mバイト
CA6-CFCALL/1GB-01 Type Ⅰ　1Gバイト

RS-232C/RS-485変換ユ
ニット

PL-RC500 RS232Cインターフェイスを RS485イ
ンターフェイスに変換するユニット

インダストリアル HUB SPIDER8TX-PRO 産業用のイーサネット HUB　DC24V

品名 型式 内容

取付金具 CA3-ATFALL-01 パネルに本体を取り付けるための取り付け
金具 (4個 1セット )

防滴パッキン CA3-WPG12-01 パネルに本体を取り付ける際のパッキン

交換用バックライト CA5-BLU12XGA-01 交換用バックライト

画面保護シート CA5-DFS10-01 表示面の保護及び防汚用の使い捨てシート
(1パック 5枚入り )(ハードタイプ )

DC電源コネクタ 
(ストレート ) CA7-DCCNL-01 DCタイプ用電源コネクタ 

(5個 /1セット )
AC電源コネクタ 
(ストレート ) CA7-ACCNL-01 ACタイプ用電源コネクタ 

(5個 /1セット )
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1.4 各部名称とその機能

PS-Aの各部名称とその機能について説明します。

A: 表示部

表示出力部です。

B: タッチパネル

画面をタッチすることにより操作入力が行えま
す。

C: 電源 LED/RASステータスランプ (POWER)

本体の通電状態や動作状態を表示します。表示
色と表示内容は以下のとおりです。

D: HDD/IDE アクセスランプ (DISK)

E: フロントカバー

開けるとハードウェアリセットスイッチ
(RESET)と、USBインターフェイス 1ポート
(USB Ver.1.1対応 )があります。

F: 電源スイッチ

ACタイプのみ (PS3650A-T41/PS3651A-T41)。

G: 電源コネクタ

電源ケーブルに、付属の電源プラグを取り付け
て、接続します。

H: マスクカバー

I: RS-232C/485変換ユニット取付穴

J: 拡張ボードベース

K: 拡張ボードカバー

L: 拡張ボードサポーター

M: ファンカバー

N: メモリスロットカバー

O: IDEカバー

A, B

C
D

E

J L

F

G

H

I

G

H

M

I K

M

(PS-3650A/PS-3651A共通 )

(PS3650A-T41）

背面図

背面図

正面図

(PS3650A-T41-24V）

J LK

LED PS-Aの状態
緑色点灯 通常運転時 (通電時）
緑色点滅 システム停止状態（ソフト OFF）

橙色点灯
システムモニターエラー /タッチ
パネル SELF
TEST エラー

橙 /赤 点滅 バックライト異常

消灯 無通電時

LED PS-Aの状態
緑色点灯 HDDまたは IDEアクセス中
消灯 HDDまたは IDEのアクセス停止中
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I

G

H

N

背面図

(PS3651A-T41）

F

O

I

G

H

N

背面図

(PS3651A-T41-24V)
O
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P: USB インターフェイス (USB)

4ポートあり。USB2.0対応。 
コネクタは TYPE-A使用。

Q: PCMCIAスロットカバー 

R: イーサネットインターフェイス (LAN)

IEEE802.3に準拠したイーサネット通信
(10BASE-T/100BASE-TX) インターフェイス
です。RJ-45 タイプモジュラジャックコネク
タ (8 極 ) を使用します。

S: スピーカ出力インターフェイス 

スピーカを接続します。

T: RASインターフェイス (RAS)

U: シリアルインターフェイス (COM1) 

(R1/+5V切換可 )

V: CFカードカバー

W: 拡張スロット

PCIボードを装着するスロットです。

P

Q

R S T U V

R S T U V

W

左側面図

左側面図

底面図

底面図

(PS-3650A)

(PS-3651A)

(PS-3650A)

(PS-3651A)

P

Q

電源電圧 DC5V ± 5%

出力電流
最大 500mA(各ポート )、
最大 500mA(正面・左側
面 5ポート合計 )

最大通信距離 5m
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2 仕様

1.  一般仕様
2.  性能仕様
3.  インターフェイス仕様
4.  外観図と各部寸法図

PS-Aの仕様と外観寸法について説明します。
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2.1 一般仕様

2.1.1 電気的仕様

2.1.2 環境仕様 

PS3650A-T41
PS3651A-T41

PS3650A-T41-24V
PS3651A-T41-24V

電 
源

定格電圧 AC100/240V DC24V

電圧許容範囲 AC85～ 264V DC19.2～ 28.8V

定格周波数 50/60Hz -

許容瞬時停電時間
1サイクル以下（ただし瞬時停
電間隔は 1s以上） 5ms以内

消費電力
PS-3650A:110V （100W）以下
PS-3651A:95V （50W）以下

PS-3650A:80W以下
PS-3651A:40W以下

突入電流
AC100V（常温）時：30A以下
AC240V（常温）時：50A以下 30A以下（常温）

絶縁耐力
AC1500V 20mA 1分間

（充電部端子と FG端子間）
AC1000V 20mA 1分間

（充電部端子と FG端子間）

絶縁抵抗 DC500V 10MΩ以上（充電部端子と FG端子間）

PS-3650A PS-3651A

物
理
的
環
境

使用周囲温度
0～ 50℃

（HDD使用時：5～ 50℃）
0～ 50℃

（HDD使用時：5～ 45℃）
保存周囲温度 -20～ +60℃

使用周囲湿度
10～ 90％RH(結露のないこと、湿球温度 39 ℃ 以下。ただし HDD 

搭載時は 29 ℃ 以下 )
保存周囲湿度 10～ 90％RH(結露のないこと、湿球温度 39 ℃ 以下。)
じんあい じんあいがないこと

汚染度 汚染度 2
腐食性ガス 腐食性ガスがないこと

耐気圧 
(使用高度 )

800～ 1114hPa
（-300～ 2000m）

機
械
的
稼
動
条
件

耐振動

＜ HDD未使用時＞
  JIS B 3502、IEC61131-2に準拠

5～ 9Hz、片振幅 3.5mm
9～ 150Hz、定加速度 9.8m/s2 

X,Y,Z各方向　10サイクル (100分間 )
＜ HDD使用時＞

4.9m/s2  10～ 25Hz X,Y,Z各方向　各 30分間

電
気
的
稼
動
条
件

耐ノイズ

ACタイプ
ノイズ電圧：1500Vp-p

パルス幅：50ns、500ns、1μs
立ち上がり時間：1ns

（ノイズシミュレータによる）

DCタイプ
ノイズ電圧：1000Vp-p

パルス幅：50ns、500ns、1μs
立ち上がり時間：1ns

（ノイズシミュレータによる）

耐静電気放電 6kV (IEC61000-4-2 レベル 3)
ノイズイミュニティ
（ファーストトランジェン
ト・バーストノイズ）

電源ライン：2kV（IEC61000-4-4）
COMポート：1kV（IEC61000-4-4）

• オプション使用時は、オプション品の仕様値もあわせてご確認ください。
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2.1.3 設置仕様

※ 1 PS-Aをパネルに取り付けたときのフロント部分に関する保護構造です。当該試験条件で適合

性を確認していますが、あらゆる環境での使用を保証しているものではありません。特に試

験に規定されている油であっても、長時間にわたり噴霧状態で PS-Aがさらされている場合

や極端に粘度の低い切削油にさらされている場合などは、フロント部のシートのはがれによ

り油の浸入が発生することがあります。その場合は別途対策が必要となります。また、規定

外の油でも同様の浸入やプラスチックが変質することがあります。PS-Aを使用する前にあら

かじめご使用の環境をご確認ください。 

また、長時間使用した防滴パッキンや一度パネル取り付けした防滴パッキンはキズや汚れが

付き、十分な保護効果を得られない場合があります。安定した保護効果を得るためには、防

滴パッキンの定期的な交換をお勧めします。

PS-3650A PS-3651A

設
置
条
件

接地 機能接地：D種接地

構造
保護構造※ 1：IP65f相当（フロント USB未使用時のみ）

形状：一体型
　取り付け方法：埋め込み取り付け

冷却方式 冷却ファンによる強制空冷 自然空冷

質量 約 4.5kg以下（本体のみ） 約 3.8kg以下（本体のみ）

外形寸法 W313× H239× D103mm W313× H239× D60mm
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2.2 性能仕様

2.2.1 性能仕様

※ 1 PS-Aに内蔵されている時計（RTC）には誤差があります。温度差や使用年数よっては最大 

± 300秒／月の誤差になることがあります。時計の誤差が問題となるシステムでご使用にな

る場合は、定期的に正確な時間を設定するようにしてください。

PS-3650A PS-3651A

CPU Intel Celeron M320 (1.3GHz) Intel ULV CeleronM (600MHz)

L2 キャッシュメモリ 512Kバイト（CPUに内蔵）

メインメモリ S.O DIMMソケット 256M～ 1Gバイト（PC2700）
BIOS Phoenix Technologies社製　FirstBIOS Embedded Pro
グラフィックス XGA (1024× 768 ドット )

ビデオメモリ 8～ 64Mバイト（UMA方式）

イ
ン
タ
｜
フ
ェ
イ
ス

シリアルインター
フェイス

COM1：RS-232C 
IEA-232準拠 
コネクタ：D-SUB 9ピン（プラグ）（5V/RI切り替え可能）

ネットワーク 
インターフェイス

Ethernet　2ポート 
(IEEE802.3準拠 ,10BASE-T/100BASE-TX自動切換 SIDE) 
コネクタ：モジュラジャック (RJ-45)

USBインターフェ
イス

前面：USB 1.1（Low/Full Speed 12Mbps）× 1ポート
側面：USB 2.0（HI Speed 480Mbps）× 4ポート
コネクタ：USB TYPE-A
電源電圧：DC5V± 5%
出力電流：最大 500mA(各ポート )、最大 500mA(正面・左側面 5

ポート合計 )
最大通信距離：5m

RASインターフェ
イス

汎用入力 2ch（DIN1はリセット入力と併用）、汎用出力 2ch 
コネクタ：D-SUB 9ピン（ソケット）

スピーカ出力 
インターフェイス

ステレオスピーカ出力 
コネクタ：ミニピンジャック

IDE
ULTRA ATA100
　Primary Master：2.5インチ HDスロット
　Primary Slave：CFカードスロット（TypeⅡ）

PCMCIA CARD BUS対応
　（ZOOM VIDEO、SOUND機能除く）

PCI PCI Rev.2.2 (33MHz) なし

時計精度※ 1 ± 180秒／月（常温無通電状態での誤差）
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2.2.2 表示仕様

2.2.3 タッチパネル仕様

2.2.4 拡張スロット

表示デバイス TFTカラー LCD

表示ドット数 1,024ドット (横 )× 768ドット (縦 )

ドットピッチ 0.24mm (横 )× 0.24mm (縦 )

有効表示寸法 245.76mm (横 )× 184.32mm (縦 )

表示色・階調 262,144色表示

バックライト 冷陰極管 (ユーザー交換可能 )

輝度調整 4段階調整可能
コントラスト調整 なし

視野角
左右方向：120度、上下方向：100度

（コントラスト比 CR≧ 10 及び TYP値）

表示デバイス寿命
50,000時間

（周囲温度 25℃、湿度 65%RH）

バックライト寿命
50,000時間以上

(周囲温度 25℃、連続点灯時 )
(バックライトの輝度が 50％又はちらつき点灯になるまでの時間 )

方式 アナログ抵抗膜方式

分解能 1024× 1024

寿命 100万回以上、掃引 10万回以上

スロットタイプ PCI 2.2（5V）

サイズ 174.63× 106.68mm 

出力電圧 DC5V DC12V DC-12V DC3.3V

消費電流 1.5A 0.5A 0.1A 0.5A
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2.3 インターフェイス仕様

PS-Aの各インターフェイスの仕様を示します。

2.3.1 シリアルインターフェイス（COM1）

RS-232Cシリアルインターフェイス。D-SUB9ピンプラグタイプのコネクタ。

嵌合固定金具は #4-40 (UNC)を使用します。

■ スイッチ

シリアルインターフェイスに対応した RI/5V切替スイッチは、ファンカバーまたはメモリスロッ

トカバーを開けた基板上にあ ります。ファンカバーまたはメモリスロットカバーの取り外し方法

については、以下を参照してください。

• PS-Aのシリアルポートにはアイソレーション機能はありません。特に接続相手がア

イソレーションされていない場合は、必ず 5番 (SG)を接続してください。RS-232C

の回路が故障する恐れがあります。

• PS-Aは内部で SG（信号グランド）と FG（フレームグランド）が接続されています。

• 接続装置と SGを接続する場合は、短絡ループが形成されないようにシステムを設計

してください。

ピンコネクション ピン番号 信号名 方向 内容

1 CD 入力 キャリア検出

2 RD(RXD) 入力 受信データ

3 SD(TXD) 出力 送信データ

4 ER(DTR) 出力 データ端末レディ

5 SG - 信号グランド

6 DR(DSR) 入力 データセットレディ

7 RS(RTS) 出力 送信要求

8 CS(CTS) 入力 送信可

9 CI(RI)/5V 入力 被呼表示 /+5V出力　切替可※ 1

※ 1 本体内部の基板上にあるスイッチにより、RI/5Vの切り替えが可能です。

Shell FG - フレームグランド (SG共通 )

3.3.1 メインメモリの取り付け (3-13 ページ )

• RI/5Vの切り替えは、必ず PS-Aの電源を切った状態で行ってください。誤作動の原

因になります。

• 接続相手のインターフェイス仕様を確認の上、切り替えを行ってください。誤作動の

原因になります。
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<内部拡大図 >

<RI/5V 切替スイッチ >

RS-232Cの 9番ピンの RI/5Vを切り替えます。工場出荷時の設定は「RI」です。

<Dip SW>

SW No. 内容 ON時 OFF時 備考

1

システムで使用します。 予約 予約 工場出荷時は OFFです。2

3

4
ハードウェアリセットス
イッチの有効 /無効を設定
します。※ 1

※ 1 無効に設定した場合、システム稼動中のリセットができなくなります。ただし、シス

テム停止状態（ソフト OFF状態）でのリセットスイッチ入力は可能です。ソフト

OFF状態については以下を参照してください。

無効 有効 工場出荷時は OFFです。

5 システムで使用します。 予約 予約 工場出荷時は OFFです。

6 フロント USBの有効 /無
効を設定します。※ 2 ※ 3

※ 2 無効に設定した場合、PS-Aの電源投入時よりフロント USBへのアクセスができなく

なります。

※ 3 Windows®2000またはWindows®XPの場合のみ動作します。これ以外の OSで使用す

る場合は無効に設定してください。

有効 無効 工場出荷時は ONです。

7
CFカードスロットのマス
ター /スレーブ設定を変更
します。

Master Slave 工場出荷時は OFFです。※ 4

※ 4（株）デジタル製 Windows®XP Embedded が組み込まれている場合、工場出荷時は ON

になります。

8 システムで使用します。 予約 予約 工場出荷時は OFFです。

メインメモリ

DipSW

RI/5V切替スイッチ

1.1.2 電源について (1-3 ページ )
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2.3.2 RASインターフェイス

D-SUB9ピンソケットタイプのコネクタ。

嵌合固定金具は＃ 4-40 (UNC)を使用します。

◆汎用入力（DIN 0,1）

◆汎用出力（DOUT 0,1）

ピンコネクション ピン番号 信号名 内容

1 +12V 出力電流：100mA以下
出力電圧：12V± 5%

2 DOUT 0 (+) 汎用出力 0 (+)
3 DOUT 1 (+) 汎用出力 1 (+)
4 DIN 0 (+) 汎用入力 0 (+)
5 DIN 1 (+) 汎用入力 1 (+)※ 1

※ 1 RAS機能のリセット入力としても使用できます。出荷時設定では汎用

入力です。

6 GND 12Vのループ GND
7 DOUT 0 (-) 汎用出力 0 (-)
8 DOUT 1 (-) 汎用出力 1 (-)
9 DINCOM DIN コモン

入力電圧 DC12 ～ 24V

入力電流 10mA以下

入力インピーダンス 3.6KΩ

絶縁耐圧 AC500V以上

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

出力端子電圧 DC24V

出力電流 120mA以下

絶縁耐圧 AC500V以上

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

• 回路図については「6.1.1 RAS機能について」をご覧ください。
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2.4 外観図と各部寸法図

PS-3650Aシリーズの外観図と各部の寸法値を示します。

(図は ACタイプです。DCタイプも同様の寸法値になります。)

2.4.1 PS-3650A外観図

単位 :mm

正面図 側面図

上面図

313

103
60
5

22
7

23
9

301
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■取付金具装着時の外観図

側面図

底面図

正面図

23
9

130 130

24
9

130 130

上面図

側面図
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2.4.2 PS-3651A外観図

単位 :mm

■取付金具装着時の外観図

正面図 側面図

上面図

313

22
7

23
9

60
5

301

底面図

正面図 側面図

24
9

130 130

130 130

23
9

上面図

側面図
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2.4.3 パネルカット寸法

パネルカット寸法は PS-3650A、PS-3651Aで共通です。

単位 :mm

2.4.4 取り付け金具寸法図

単位 :mm

301.5 +1
-0

2
2
7
.
5
+
1
-
0

4-R3 以下

16.6

1
1

16

31M6

φ
1
0
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2.4.5 RS-232C/RS-485変換ユニット取り付け時の外観寸法

■ PS-3650A

単位 :mm（突出部およびケーブル部を除く）

■ PS-3651A

単位 :mm（突出部およびケーブル部を除く）

55 50.5

6
0

3

55 50.5

6
0

3

15.5
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3 ハードウェアの
セットアップ

1. 本体の取り付け
2. 配線について
3. 周辺機器の取り付け
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3.1 本体の取り付け

PS-Aの設置方法や設置する上での注意を説明します。

3.1.1 取り付け手順

以下の方法で取り付けを行ってください。

■防滴パッキンについて

防滴効果を必要としない環境においても防滴パッキン (本体付属 )は、必ず使用してください。

防滴パッキンの取り付け方法については以下を参照してください。

7.4 防滴パッキンの交換 (7-6 ページ )

• 取り付けをする前に、パッキンが PS-Aに装着されているか必ず確認してください。

• 長期間使用した防滴パッキンはキズや汚れがつき防塵・防滴効果が得られない場合が

あります。定期的（キズや汚れが目立ってきた場合）に交換してください。
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■取り付け穴

取り付け穴図に従い、取り付け部分に加工を行います。取り付けには、防滴パッキン、取り付け

金具が必要です。

2.4.3 パネルカット寸法 (2-12 ページ )

• 防滴効果を得るため、取り付け部（パネル）には反りやキズ、凹凸のない良好な平面

を選んでください。反りを防止するためには、補強板をつけることも有効です。

• パネル厚許容範囲は、1.6mm～ 10.0mmです。パネル強度を考慮の上、パネル厚を決

定してください。

• 保守性、操作性、および風通しを良くするため、PS-Aと構造物や部品との間は、

50mm以上のスペースをとってください。

パネル

取り付け穴

1.6～ 10.0mm

50

単位 :mm

5050

50

50

50

50
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• 故障の原因になりますので使用周囲温度・使用周囲湿度は仕様値の範囲内で使用して

ください。(使用周囲温度とは、盤内と表示面側の両方です。)

• 他の機器の発熱で PS-Aが過熱しないようにしてください。

• PS-Aは垂直取り付けを基本にしています。斜めに設置する場合は、垂直より 30°以

内にしてください。

• 垂直より 30°を越えて設置する場合は、強制空冷などを行い、使用周囲温度が 40℃

以下になるようにしてください。

• 縦取り付けには対応していません。

30mm30mm

50mm

表示面側 盤内

30°以内
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■取り付け

(1) PS-Aをパネル前面からはめ込みます。

(2) PS-A上下面 4カ所にある金具穴に取

り付け金具のフックを入れます。

(3) 取り付け金具を背面側へスライドさせ

ます。

• 取り付け金具は金具穴のへこみ

部分（斜線部分 )に確実に取り

付けてください。 金具穴

取り付けパネル

フック
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(4) 取り付け金具のネジを締めます。4カ

所のネジを対角に少しずつ締めてくだ

さい。 

 

 

 

 

• ネジは強くしめすぎると、PS-Aを破損する恐れがあります。

• 防滴効果を得るための適正しめつけトルクは 0.5N•m です。



第 3章　ハードウェアのセットアップ

3-7

3.2 配線について

電源ケーブルの配線方法や配線時の注意事項について説明しています。

3.2.1 電源ケーブルの接続

■ ACタイプの場合

電源ケーブル仕様

感電の恐れがありますので必ず電源が供給されていない状態で接続してください。

定格電圧以外の電圧を供給すると電源および本体が破損します。

PS3650A-T41-24V/PS3651A-T41-24Vには電源スイッチがないため、ブレーカーを取り

付けてください。

FG端子は必ずアースに落としてください。故障したときに感電する恐れがあります。

• FG端子を接続した場合は、ノイズの影響を受けやすくなりますので、必ずアー

スに落としてください。

• PS-A本体内部で SGと FGは接続されています。 

接続装置と SG を接続する場合は、短絡ループが形成されないようにシステム

を設計してください。

PS-Aは AC100V～ AC240V入力専用です。指定された電圧以外の電圧を供給すると電

源および本体が破損します。

• 付属の電源ケーブルは AC100V専用です。その他の電圧では規格に合ったケー

ブルを使用してください。

電源ケーブルの太さ 0.75～ 2.5mm2  (18 - 12 AWG)

芯線の状態 単線またはより線※ 1

※ 1 より線を使用する場合、芯線のよじりが適切でないと、芯線

のヒゲ線同士またはヒゲ線と隣の電極とが短絡する恐れがあ

りますのでご注意ください。

芯線の長さ

10mm
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電源配線

電源配線には、以下のフエニックス •コンタクト（株） ※ 1製のものをご使用ください。

※ 1 詳細につきましては、フエニックス・コンタクト（株）へ問合せください。 

フエニックス・コンタクト（株）　横浜本社 

電話 045-471-0030 

http://www.phoenixcontact.co.jp

電源ケーブル接続方法

(1) 通電されていないことを確認します。

(2) 電源コネクタ（プラグ）を本体背面から取り外します。

(3) 電源プラグの電線端子挿し込み穴を開きます。穴の横にある開口ボタンをマイナスドライ

バーなどで押すと穴が開きます。

(4) 対応する電線の棒端子を穴の奥まで差し込みます。開口ボタンを離すと穴が閉まり、固定さ

れます。

(5) 電源プラグを本体の電源コネクタに差し込み、マイナスネジ（2箇所）で固定します。

• 銅芯線を使用してください。

推奨工具 SZS 0.6x3.5（1205053）

推奨棒端子

AI 0.75-10GY（3201288）
AI 1-10RD（3200182）
AI 1.5-10BK（3200195）
AI 2.5-12BU（3200962）

推奨棒端子用圧着工具 CRIMPFOX ZA3（1201882）

• 付属品の電源プラグは（株）デジタル製 CA7-ACCNL-01または、フェニック

ス・コンタクト（株）製 FKC2.5/3-STF-5.08です。

• 電線の色を確認の上、正しい位置に挿し込んでください。

• ネジの適正締め付けトルクは 0.5～ 0.6N•mです。

• ショート防止のため、推奨する絶縁スリーブ付き棒端子をご使用ください。

L

N

FG

開口ボタン

黒

白

緑 /黄

AC電源ケーブル
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■ DCタイプの場合

電源ケーブル仕様

電源配線

電源配線には、以下のフエニックス •コンタクト（株） ※ 1製のものをご使用ください。

※ 1 詳細につきましては、フエニックス・コンタクト（株） へ問合せください。 

フエニックス・コンタクト（株）　横浜本社 

電話 045-471-0030 

http://www.phoenixcontact.co.jp

電源ケーブル接続方法

(1) 通電されていないことを確認します。

(2) 電源コネクタ（プラグ）を本体背面から取り外します。

(3) 電源プラグの電線端子挿し込み穴を開きます。穴の横にある開口ボタンをマイナスドライ

バーなどで押すと穴が開きます。

電源ケーブルの太さ 0.75～ 2.5mm2  (18 - 12 AWG)

芯線の状態 単線またはより線※ 1

※ 1 より線を使用する場合、芯線のよじりが適切でないと、芯線

のヒゲ線同士またはヒゲ線と隣の電極とが短絡する恐れがあ

りますのでご注意ください。

芯線の長さ

• 銅芯線を使用してください。

推奨工具 SZS 0.6x3.5（1205053）

推奨棒端子

AI 0.75-10GY（3201288）
AI 1-10RD（3200182）
AI 1.5-10BK（3200195）
AI 2.5-12BU（3200962）

推奨棒端子用圧着工具 CRIMPFOX ZA3（1201882）

• 付属品の電源プラグは（株）デジタル製 CA7-DCCNL-01またはフェニックス・

コンタクト㈱ 製 GFKC2,5/3-STF-7,62です。

10mm
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(4) 対応する電線の棒端子を穴の奥まで差し込みます。開口ボタンを離すと穴が閉まり、固定さ

れます。

(5) 電源プラグを本体の電源コネクタに差し込み、マイナスネジ（2箇所）で固定します。

• ネジの適正締め付けトルクは 0.5～ 0.6N•mです。

• ショート防止のため、推奨する絶縁スリーブ付き棒端子をご使用ください。

24V

0V

FG

開口ボタン電源ケーブル



第 3章　ハードウェアのセットアップ

3-11

3.2.2 電源供給時の注意事項

電源供給時の注意事項について説明します。

• 電圧変動が規定値以上の場合は、定電圧トラ

ンスを接続してください。

• 線間や大地間は、ノイズの少ない電源を使用

してください。ノイズが多い場合は、絶縁ト

ランス（ノイズカットトランス）を接続して

ください。

• PS-Aの電源と入出力機器、および動力機器と

は、系列を分離して配線してください。

• 電源ケーブルは、耐ノイズ性向上のためフェ

ライトコアを取り付けることをお勧めします。

• 主回路（高電圧、大電流）線、入出力信号線、

電源ケーブルは、それぞれ束線したり、近接

しないでください。

• 雷のサージ対策に、雷用サージアブソーバを

接続してください。

• ノイズを避けるため、電源ケーブルはできる

だけ短くしてください。

2.1.1 電気的仕様 (2-2 ページ )

• 定電圧トランス、絶縁トランスは、

容量 200VA以上のものを使用して

ください。

• 雷用サージアブソーバの接続 (E1）

と PS-Aの接地（E2）とは分離し

て行ってください。

• 電源電圧最大上昇時でも、サージ

アブソーバの最大許容回路電圧を

超えないような雷用サージアブ

ソーバを選定してください。

PS-A

入出力機器

PS-Aの電源

入出力電源

主電源

主電源 PS-Aの電源

PS-A

入出力機器

入出力機器

入出力

電源

主回路電源

雷用サージアブソーバ

PS-A

E2

    FG

E1

動力機器

定電圧

トランス

より線

PS-A
     FG

絶縁

トランス

T2

T1

より線

PS-A
    FG
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3.2.3 接地時の注意事項

接地時の注意事項について説明します。

• PS-Aの電源と入出力機器、および動力機器と

は、系列を分離して配線してください。 

（図（a））

• 専用接地がとれないときは、図（b）の共用接

地としてください。

• 共用接地点が D種接地相当ならば、利用でき

ます。

3.2.4 入出力信号接続時の注意事項

• 入力信号線、および出力信号線は、動力回路のケーブルとは別の配線系統に敷設をしてくださ

い。

• 動力回路ケーブルを別の配線系統にできないときには、シールドケーブルを使用して、シール

ド端を接地してください。

接地線のわたり配線は、事故、故障の原因となります。絶対に行わないでください。

• 接地工事は D種接地 

「接地抵抗 100Ω以下」

• FGと SGは、PS-A内部で接続さ

れています。接続装置と SGを接

続する場合は、短絡ループが形成

されないようにシステムを設計し

てください。

• 2mm2以上の接地用電線を使用し

てください。接地点は、PS-Aの 

近くで接地線の距離を短くしてく

ださい。接地線が長くなる場合は、

太い絶縁線を通して敷設してくだ

さい。

• 接地によって誤動作するようなこ

とがあれば、FG端子を接地と切り

離してください。

(a)専用接地　最良 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b)共用接地　良 

 

 

 

 

 

 

(c) わたり接地　禁止

PS-A 他の機器

D種接地

PS-A 他の機器

D種接地点

PS-A 他の機器
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3.3 周辺機器の取り付け

PS-Aでは (株 )デジタルがオプション品として提供している各種ユニット、DIMモジュール、CF

カード、および市販の拡張ボード（PCIバス互換ボード）、PCMCIA（PCカード）が使用できま

す。（拡張ボードは PS-3650Aのみ使用できます。）

オプションユニットを取り付ける際は、各オプションユニットの「取扱説明書」を参照してくだ

さい。

3.3.1 メインメモリの取り付け

■ PS-3650Aの場合

(1) PS-Aの電源スイッチを OFFにし、電源ケーブルを取り外します。表示面を下にして水平な

ところに置きます。

(2) 下図のネジ（２箇所）を外し、冷却ファンを取り外します。

各種ユニット、DIMモジュール、CFカード、拡張ボード（PCIボード）の取り付けおよ

び取り外し時は、必ず本体に電源が供給されていないことを確認してから行ってくださ

い。感電のおそれがあります。

• PS-Aがソフト OFF状態では、画面が消えていても一部の回路が通電しています。周

辺機器の取り付け・取り外し前には必ず、電源ケーブルが接続されていないことを確

認してください。

• ネジの取り外し、取り付けにはドライバを使用してください。ネジは強くしめつけす

ぎると、破損するおそれがありますのでご注意ください。

• PS-A本体内部へのネジの脱落に注意して作業を行ってください。

• PS-Aの設置や、オプション品などを PS-Aに取り付ける際、PS-Aのファンカバー部

を持って作業しないでください。破損・脱落のおそれがあります。
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(3) 下図の位置にメインメモリを取り付けます。オプション品の DIMモジュールをコネクタの奥

まで斜めに差し込んでから、ストッパにしっかりはまるまで下に押し込みます。

(4) 冷却ファンを元に戻し、ネジ２個で固定します。締め付けトルクは 0.5～ 0.6N•mです。

■ PS-3651Aの場合

(1) PS-Aの電源スイッチを OFFにし、電源ケーブルを取り外します。表示面を下にして水平な

ところに置きます。

(2) 下図のネジ（２箇所）を外し、メモリスロットカバーを取り外します。

1 
2 

 

メインメモリ (DIMモジュール )
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(3) 下図の位置にメインメモリを取り付けます。オプション品の DIMモジュールをコネクタの奥

まで斜めに差し込んでから、ストッパにしっかりはまるまで下に押し込みます。

(4) メモリスロットカバーを元に戻し、ネジ２個で固定します。締め付けトルクは 0.5～ 0.6N•m

です。

3.3.2 PCIボードの取り付け

PS-3650Aには市販の PCIボードを取り付けることができます。

(1) PS-Aの電源スイッチを OFFにし、電源ケーブルを取り外します。表示面を下にして水平な

ところに置きます。

(2) 拡張ボードサポーターのネジ１個をはずし、拡張ボードサポーターを取り外します。

• PCIボードのサイズは、最大 174.63× 106.68(mm)まで使用できます。

1 
2 

 

メインメモリ (DIMモジュール )
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(3) 拡張ボードカバーのネジ２個をはずし、拡張ボードカバーを取り外します。

(4) ブランクパネルのネジ１個をはずして、ブランクパネルを取り外します。

(5) PCIボードを拡張ボードコネクタに差し込み、ネジを元に戻して PCIボードを固定します。

締め付けトルクは 0.5～ 0.6N•mです。

(6) 拡張ボードカバーと拡張ボードサポーターを元に戻します。各取り付けネジの締め付けトル

クは 0.5～ 0.6N•mです。

PCIボード
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3.3.3 PCMCIA（PCカード）の取り出し・挿入

(1) 本体側面の PCMCIAスロットのネジ（１箇所）をゆるめ、カバーをずらします。

(2) イジェクトボタンを 2回押し込んで PCカードを取り外します。（1回押すとイジェクトボタ

ンの先端が突き出ます。2回目で PCカードが押し出されます。）

(3) PCMCIAスロットのカバーを戻し、ネジを締めます。

Type IIIの PCカードを装着する場合は、PCMCIAカバーのネジを外し、下図のようにして

PCMCIAカバーを取り外してください。

• ケーブルを取り付けるタイプの PC カードをご使用の場合、ケーブルが抜けないよう

にクランプを取り付けるなどの防止策をご検討ください。振動によりケーブルを十分

固定できないおそれがあります。

• PS-A の通電中に PC カードを取り出す際には、必ずカードドライバの停止操作を実

行してから取り出してください。PC カードおよびデータ破損またはWindows が正し

く動作しないおそれがあります。カードドライバの停止操作手順はご使用の OS の取

扱説明書をお読みください。

• PCカードは表示部側（図中 A）のスロットに装着してください。背面部側（図中 B）

のスロットはサポートしていません。

• 取り外した PCMCIAカバーとネジは大切に保管してください。

PCカード
イジェクトボタン

A B
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3.3.4 CFカードの取り出し・挿入

CFカードのご使用に際しては、次の注意事項をお守りください。

CFカードの抜き差しの際は、必ず PS-A電源が OFFになっていることを確認してくださ

い。CFカード内のデータが破壊されたり OSが停止するおそれがあります。

CFカードにアクセス中（ステータス LED:緑色点滅）は、絶対に PS-A本体の電源 OFF

やリセット、CFカードの抜き差しは行わないでください。CFカード内のデータが破壊

されるおそれがあります。

CFカードを取り付ける際は、CFカードの裏表と CFカードのコネクタ位置を確認してく

ださい。取り付け向きを間違えると、データの破壊、CFカードや PS-Aの破損のおそれ

があります。

（株）デジタル製の CFカードをお使いください。他社の CFカードを使用した場合、CF

カード内のデータが破壊されるおそれがあります。

CFカード内のデータは、必ずバックアップを取ってください。

データが破壊されたり機器の故障の原因になりますので、CFカードを以下のように取り

扱わないでください。

・無理に曲げる

・落としたり強い衝撃を与える

・水に濡らす

・ CFカードの接続部を直接手で触れる
・分解や改造を行う
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■ CFカードの挿入

以下の手順に従って、CFカードを挿入してください。

(1) PS-Aの電源が OFFになっていることを確認します。

(2) CFカードカバーのネジ（１箇所）をゆるめ、CFカードカバーを取り外します。

(3) CFカードの裏表を確認し、CFカードスロットに挿入します。イジェクトボタンが飛び出す

までしっかり押し込みます。

(4) CFカードカバーを取り付け、ネジで固定します。

■ CFカードの取り出し

PS-Aの電源が OFFになっていることを確認してから、CF カードカバーをはずし、イジェクトボ

タンを押して CF カードを取り出します。CFカードを取り出した後は必ず CFカードカバーを元

に戻し、ネジで固定してください。

■ CFカードのバックアップについて

CFカードにはデータの書き換え回数に制限があります（500Kバイトの DOS形式のデータの書き

換えで、約 10万回）。必ず他の記録媒体にバックアップをとってください。

＜パソコンに PCカードスロットがある場合＞

(1) CFカードを CFカードアダプタ (GP077-CFAD10)に装着し、パソコンの PCカードスロット

に挿入します。

(2) CFカード内のデータをパソコン上で開き、バックアップをとります。

• CFカードへは CFカードカバーを閉じた状態でアクセスしてください。

• 取り付けネジの締め付けトルクは 0.5～ 0.6N•mです。

ネジ

CFカード
イジェクトボタン
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3.3.5 USBホルダーの取り付け・取り外し

本体側面の USBインターフェイスに USBホルダーを取り付けることで、接続した USBケーブル

を抜けにくくすることができます。

■取り付け

(1) PS-A側面の USBインターフェイスに、USBホルダーを取り付けます。先に USBホルダー上

部のツメを PS-Aの取り付け穴に引っ掛けてから、下部のツメを挿入します。

(2) USBケーブルを USBインターフェイスに差し込みます。

(3) USBカバーを USBホルダーのタブに差し込んで、USBケーブルを固定します。

２本目の USBケーブルを取り付ける際は、手順（2）～（3）と同様にして取り付けてください。

ツメ

USBケーブル

タブ

USBカバー
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■取り外し

取り付けたときと逆の手順で取り外します。

(1) USBホルダーのタブを持ち上げて USBカバーを取り外します。

(2) USBケーブルを取り外します。

(3) USBホルダーの上下を押さえてツメをはずし、PS-Aから USBホルダーを取り外します。

タブ

USBカバー
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4-1

4 システムの 
セットアップ

1. システムセットアップ手順
2. システム情報の設定内容

システムのセットアップ手順と設定内容について説明します。
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4.1 システムセットアップ手順

BIOSのセットアップを行う手順です。

(1) PS-Aに USB対応キーボードを接続します。

(2) PS-Aの電源を ONにします。

(3) 起動画面が表示されたら [F2]キーを押し続けます。セットアップユーティリティが起動し、

次のような画面が表示されます。

(4) [← ]、[→ ]キーでメニューを切り替えます。各システム設定画面が表示されます。

(5) [↑ ]、[↓ ]でカーソルを移動してシステム項目を選択し、[Enter]キーで確定します。 

選択したシステム項目の設定ができます。

• 通常は出荷時設定（初期設定）のままご使用ください。

Helpエリア

選択したシステム項目につい

ての機能説明が表示されます。

キー操作一覧 

　各システム設定画面で使用できるキーの一覧です。

システム設定エリア

　各メニューで設定できるシステム項目が表示されます。

メニュー
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Main
4-4 ページ

ドライブ /日付の設定

Primary Master / Primary Slave
4-5 ページ

接続されているデバイス情報の表示

Advanced
4-7 ページ

システムの詳細設定

Advanced Chipset Control
4-10 ページ

チップセットの設定

DDR SDRAM Configuration
4-11 ページ

メモリの設定
I/O Device Configuration

4-12 ページ
I/Oアドレス、割り込み番号の設定

Keyboard Features
4-13 ページ

キーボードの設定

Cache Memory
4-14 ページ

キャッシュメモリの設定

PCI Configuration
4-16 ページ

PCIの設定

PCI/PNP ISA IRQ Resource 
Exclusion

4-17 ページ
ISA IRQの設定

DMI Event Logging
4-18 ページ

DMIイベントログの設定

Intel
4-19 ページ

システムの詳細設定

CPU Control Sub-Menu
4-21 ページ

CPUの設定

MCH Control Sub-Menu
4-22 ページ

MCHの設定

MCH Power Management 
Sub-Menu

4-23 ページ
チップセット（MCH)の設定

Video (Intel IGD) Control Sub-Menu
4-24 ページ

ディスプレイの設定

ICH Control Sub-Menu
4-25 ページ

チップセット（ICH)の設定

Integrated Device Control 
Sub-Menu

4-26 ページ
USB,LAN,PCMCIAの設定

ACPI Control Sub-Menu
4-27 ページ

ACPIの設定
APM Control Sub-Menu

4-28 ページ
APM OSの設定

Workaround Control Sub-Menu
4-29 ページ

APICの設定

Security
4-30 ページ

パスワード /セキュリティ
の設定

Boot
4-31 ページ

起動デバイスの順序設定

Exit
4-33 ページ

BIOS画面の終了
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4.2 システム情報の設定内容

システム項目を選択し、システム情報を設定します。各システム項目の内容をご紹介します。

4.2.1 Main

System Time

PS-Aの時計に設定されている現在の時刻を表示します。[Tab]キーでカーソルの移動、[＋ ]、 

[－ ]キーで時刻が変更できます。出荷時の設定は現在時刻（日本時間）です。

System Date

PS-Aの時計に設定されている現在の日付を表示します。[＋ ]、[－ ]キーで日付が変更できます。

Primary Master / Primary Slave

接続されているデバイスを表示します。カーソルをあわせて [Enter]キーを押すと、各パラメータ

の設定が可能です。

System Memory

システムメモリの容量を表示します。

Extended Memory

拡張メモリの容量を表示します。搭載されているメモリ容量－ Videoメモリの容量－ 2048Kバイ

トです。

• 通常は出荷時設定（初期設定）のままご使用ください。

■ Primary Master / Primary Slave(4-5 ページ )
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■ Primary Master / Primary Slave

Main画面で [Primary Master]、[Primary Slave]にカーソルをあわせて [Enter]キーを押すと、次の画

面が表示されます。

Type

使用するドライブの種類を設定します。[Auto]、[None]、[ATAPI Removable]、[CD-ROM]、[IDE 

Removable]、[Other ATAPI]、[User]から選択します。出荷時の設定は [Auto]です。

Total Sectors

接続されているディスクのセクタ数が表示されます。  

Maximum Capacity

接続されているディスクの容量が表示されます。

Multi Sector Transfers

メモリに転送する 1ブロックあたりのセクタ数を設定します。[Type]が [None]のときは表示され

ません。それ以外の場合は [Disabled]、[2 Sectors]、[4 Sectors]、[8 Sectors]、[16 Sectors]から選択し

ます。

LBA Mode Control

シリンダ、ヘッダ、セクタの代りに論理ブロックアドレス（LBA）を有効無効にします。[Type]

が [None]のときは表示されません。それ以外の場合は [Disabled] or [Enabled]の選択です。



PS-3650A / PS-3651A　ユーザーズマニュアル

4-6

32 Bit I/O

CPUと IDEコントローラ間で 32ビット転送の有効無効を設定します。[Enabled] or [Disabled]の選

択です。[Type]が [None]のときは表示されません。

Transfer Mode

データの転送方法を設定します。[Type]が [None]のときは表示されません。それ以外の場合は

[Standard]、[Fast PIO 1]、[Fast PIO 2]、[Fast PIO 3]、[Fast PIO 4]、[FPIO 3 / DMA 1]、[FPIO 4 / DMA 

2]から選択します。

Ultra DMA Mode

ハードドライブの Ultra DMAモードを設定します。[Type]が [None]のときは表示されません。そ

れ以外の場合は [Disabled]、[Mode 0]、[Mode1]、[Mode2]、[Mode 3]、[Mode 4]、[Mode 5]から選択

します。
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4.2.2 Advanced

Installed O/S

使用する OSを指定します。[Other]、[Win95]、[Win98]、[WinMe]、[Win2K/XP]から選択します。

出荷時の設定は [Win2K/XP]です。

Reset Configuration Data

CMOS RAMの ESCD Block (Extended System Configuration Data)に記録されている Plug＆ Playに関

する情報を次回起動時にリセットするかどうかを設定します。[Yes] or [No]の選択です。出荷時の

設定は [No]です。

Large Disk Access Mode

UNIX、NetWareなどの OSを使用する場合は [Other]に設定します。[DOS] or [Other]の選択です。

出荷時の設定は [DOS]です。

Local Bus IDE adapter

IDEコントローラの有効無効を設定します。[Both]、[Primary]、[Secondary]、[Disabled]から選択し

ます。出荷時の設定は [Primary]です。

Advanced Chipset Control

カーソルをあわせて [Enter]キーを押すと、詳細設定が可能です。

■ Advanced Chipset Control(4-10 ページ )
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I/O Device Configuration

カーソルをあわせて [Enter]キーを押すと、シリアルポートなどの設定を行う画面に移行します。

Keyboard Features

カーソルをあわせて [Enter]キーを押すと、キーボードの設定画面に移行します。

Cache Memory

カーソルをあわせて [Enter]キーを押すと、キャッシュメモリに関する設定画面に移行します。

PCI Configuration

カーソルをあわせて [Enter]キーを押すと、PCI IRQの設定画面に移行します。

DMI Event Logging

カーソルをあわせて [Enter] キーを押すと、DMI イベントログに関する設定画面に移行します。

Disable ACPI_Sx

ACPIのステートを設定します。[None]、[S1]から選択します。選択したステートが無効になりま

す。出荷時の設定は [None]です。

Legacy USB Support

DOSで USBキーボードなどを使用する場合の USBの有効無効を設定します。[Enabled] or 

[Disabled]の選択です。出荷時の設定は [Enabled]です。

Enable Memory gap

メモリギャップの有効無効を設定します。[Enabled] or [Disabled]の選択です。出荷時の設定は

[Disabled]です。

Summary screen

起動中のデバイス列挙画面を表示するかどうかを設定します。[Enabled] or [Disabled]の選択です。

出荷時の設定は [Disabled]です。

QuickBoot Mode

QuickBootモードで起動するかどうかを指定します。 [Disabled]に設定すると起動時にシステムテ

ストを行います。出荷時の設定は [Enabled]です。

■ I/O Device Configuration(4-12 ページ )

■ Keyboard Features(4-13 ページ )

■ Cache Memory(4-14 ページ )

■ PCI Configuration(4-16 ページ )

■ DMI Event Logging(4-18 ページ )



第 4章　システムの セットアップ 

4-9

Extended Memory Testing

起動時に拡張メモリのテストを行うかどうかを設定します。出荷時の設定は [Just Zero it]です。

[Nomal] 通常テスト

[Just Zero it] 簡易テスト

[None] テストを行なわない

Show CMOS Checksum Error

CMOSのチェックサムエラーが発生した場合、エラーメッセージを表示するかどうかを設定しま

す。[Enabled] or [Disabled]の選択です。出荷時の設定は [Disabled]です。

Power on Delay

電源投入時後、システムが起動するまで待機時間を設けるかどうかの設定をします。

[Enabled]、[Disabled] から選択します。[Enabled] では起動まで 4 秒待機します。なお出荷時の設定

は [Disabled] です。

• USB メモリ等の USB デバイスを接続した状態で本体を起動すると、デバイスによっ

ては以下の現象が発生する場合があります。

• OS が起動するまでに 1 分程度かかる

• USB デバイスが認識されない

現象が発生する場合は [Power on Delay] を [Enable] に設定してご使用いただくと、解消

できる可能性があります。
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■ Advanced Chipset Control

Advanced画面で [Advanced Chipset Control]にカーソルをあわせて [Enter]キーを押すと、次の画面

が表示されます。

DDR SDRAM Configuration

カーソルをあわせて [Enter]キーを押すと、メモリの設定を行う画面に移行します。

ECC Config

メモリの ECC機能（エラー修正機能）を使用するかどうかを設定します。[ECC] or [Disabled]の

選択です。出荷時の設定は [ECC]です。

ECC Error Type

ECCエラーが発生したときの割り込みを設定します。[None]、[NMI]、[SMI]、[SCI]から選択しま

す。出荷時の設定は [SMI]です。

SERR signal condition

ECCエラービットを設定します。[None]、[Single bit]、[Multiple bit]、[Both]から選択します。出荷

時の設定は [Both]です。

◆ DDR SDRAM Configuration(4-11 ページ )
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◆ DDR SDRAM Configuration

[Advanced Chipset Control]で [DDR SDRAM Configuraltion]にカーソルをあわせて [Enter]キーを押

すと、次の画面が表示されます。

DDR Speed

メモリのクロック周波数を設定します。[Auto]、[DDR200]、[DDR266]、[DDR333]から選択しま

す。出荷時の設定は [Auto]です。

Active to Precharge delay

DRAMプリチャージのタイミング処理を制御します。[Auto]、[8Clocks]、[7Clocks]、[6Clocks]、

[5Clocks]から選択します。出荷時の設定は [Auto]です。

SDRAM CAS# Latency

CAS待ち時間を設定します。[Auto]、[2.5]、[2]から選択します。出荷時の設定は [Auto]です。

RAS# to CAS# Delay

RASから CASへの移行タイミングを設定します。[Auto]、[4DDR SDRAM Clocks (DDR333 

SDRAM)]、[3DDR SDRAM Clocks]、[2DDR SDRAM Clocks]から選択します。出荷時の設定は

[Auto]です。

RAS# Precharge

RASがプリチャージできるサイクル数を設定します。[Auto]、[4DDR SDRAM Clocks (DDR333 

SDRAM)]、[3DDR SDRAM Clocks]、[2DDR SDRAM Clocks]から選択します。出荷時の設定は

[Auto]です。
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■ I/O Device Configuration

Advanced画面で [I/O Device Configuraltion]にカーソルをあわせて [Enter]キーを押すと、次の画面

が表示されます。

On board Serial Port 1

COM1の設定を行います。[Disabled]、[Enabled]から選択します。出荷時の設定は [Enabled]です。

出荷時の Base I/O Address は [3F8]、Interrupt は [IRQ 4]に設定されています。

On board Serial Port 2

COM2の設定を行います。[Disabled]、[Enabled]から選択します。出荷時の設定は [Enabled]です。

出荷時の Base I/O Address は [2F8]、Interrupt は [IRQ 3]に設定されています。COM2はシステム内

で使用します。
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■ Keyboard Features

Advanced画面で [Keyboard Features]にカーソルをあわせて [Enter]キーを押すと、次の画面が表示

されます。

NumLock

NumLockの設定を行います。[Auto]、[On]、[Off]から選択します。出荷時の設定は [On]です。

KeyClick

キーボードによるクリック音の設定を行います。[Enabled] or [Disabled]の選択です。出荷時の設定

は [Disabled]です。

Keyboard auto-repeat rate

キーを押し続けたときの 1秒間のキー入力回数を設定します。[30/sec]、[26.7/sec]、[21.8/sec]、

[18.5/sec]、[13.3/sec]、[10/sec]、[6/sec]、[2/sec]から選択します。出荷時の設定は [30/sec]です。

Keyboard auto-repeat delay

キーを押してから auto-repeat機能が有効になるまでの時間を設定します。[1/4 sec]、[1/2 sec]、 

[3/4 sec]、[1 sec]から選択します。出荷時の設定は [1/2 sec]です。
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■ Cache Memory

Advanced画面で [Cache Memory]にカーソルをあわせて [Enter]キーを押すと、次の画面が表示さ

れます。

Memory Cache

メモリキャッシュの設定を行います。[Enabled] or [Disabled]の選択です。出荷時の設定は

[Enabled]です。

Cache System BIOS area

システム BIOSエリアのキャッシュ設定を行います。[uncached] or [Write Protect]の選択です。出荷

時の設定は [Write Protect]です。

Cache Video BIOS area

VIDEO BIOSエリアのキャッシュ設定を行います。[uncached] or [Write Protect]の選択です。出荷時

の設定は [Write Protect]です。

Cache Base 0-512k

0～ 512kまでの Base Memoryのキャッシュ設定を行ないます。[uncached]、[Write Through]、

[Write Protect]、[Write Back]から選択します。出荷時の設定は [Write Back]です。

Cache base 512k-640k

512～ 640kまでの Base Memoryのキャッシュ設定を行ないます。[uncached]、[Write Through]、

[Write Protect]、[Write Back]から選択します。出荷時の設定は [Write Back]です。



第 4章　システムの セットアップ 

4-15

Cache Extended Memory Area

拡張メモリエリアのキャッシュ設定を行います。[uncached]、[Write Through]、[Write Protect]、

[Write Back]から選択します。出荷時の設定は [Write Back]です。

Cache xxxx-xxxx

アドレスごとのキャッシュの設定を行ないます。[Disabled]、[USWC Caching]（Address A000－

AFFFと B000－ BFFFのみ）、[Write Through]、[Write Protect]、[Write Back]から選択します。出荷

時の設定は次のとおりです。

A000－ AFFF Disabled

B000－ BFFF Disabled

C800－ CBFF Write Protect (VIDEO Memory)

CC00－ CFFF Write Protect 

D000－ D3FF Disabled

D400－ D7FF Disabled

D800－ DBFF Disabled

DC00－ DFFF Disabled

E000－ E3FF Disabled

E400－ E7FF Write Protect (PXE) 

E800－ EBFF Write Protect 

EC00－ EFFF Write Protect 
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■ PCI Configuration

Advanced画面で [PCI Configuration]にカーソルをあわせて [Enter]キーを押すと、次の画面が表示

されます。

PCI/PNP ISA IRQ Resource Exclusion

カーソルをあわせて [Enter]キーを押すと、ISA IRQの設定画面に移行します。

PCI IRQ line 1～ 8
PCIの割り込みを設定します。[Disabled]、[Auto Select]、[3]、[4]、[5]、[7]、[9]、[10]、[11]、[12]、

[14]、[15]から選択します。出荷時の設定は [Auto Select]です。

◆ PCI/PNP ISA IRQ Resource Exclusion(4-17 ページ )
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◆ PCI/PNP ISA IRQ Resource Exclusion

[PCI Configuration]で [PCI/PNP ISA Resource Exclusion]にカーソルをあわせて [Enter]キーを押す

と、次の画面が表示されます。

IRQ 3, 4, 5, 7,10, 11

レガシーデバイスに割り当てる IRQを設定します。[Available]、[Reserved]から選択します。出荷

時の設定は [Available]です。
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■ DMI Event Logging

DMI イベントログ関連の設定をします。Advanced 画面で [DMI Event Logging] にカーソルを合わせ

て [Enter] キーを押すと、次の画面が表示されます。

Event log validity

イベントログ格納領域の状態を表示します。状態が正常な場合は [Valid]、異常な場合は [Not valid]

と表示します。

Event log capacity

イベントログを書き込む領域を表示します。領域がいっぱいの場合は [Full]、そうでない場合は

[Space Available] と表示します。

View DMI event log

カーソルを合わせて [Enter] キーを押すと、DMI イベントログが表示されます。

Event Logging

イベントログを記録するかどうかを設定します。[Disabled]、[Enabled] から選択します。出荷時の

設定は [Enabled] です。

ECC Event Logging

メモリ ECC 関連の イベントログを記録するかどうかを設定します。[Disabled]、[Enabled] から選

択します。出荷時の設定は [Enabled] です。

Mark DMI events as read

カーソルを合わせて [Enter] キーを押すと、未読のイベントログを既読にします。
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4.2.3 Intel

CPU Control Sub-Menu

カーソルをあわせて [Enter]キーを押すと、CPUの設定画面に移行します。

MCH Control Sub-Menu

カーソルをあわせて [Enter]キーを押すと、MCHの設定画面に移行します。

Video (Intel IGD) Control Sub-Menu

カーソルをあわせて [Enter]キーを押すと、ディスプレイの設定画面に移行します。

ICH Control Sub-Menu

カーソルをあわせて [Enter]キーを押すと、ICHの設定画面に移行します。

ACPI Control Sub-Menu

カーソルをあわせて [Enter]キーを押すと、ACPIの設定画面に移行します。

■ CPU Control Sub-Menu(4-21 ページ )

■ MCH Control Sub-Menu(4-22 ページ )

■ Video (Intel IGD) Control Sub-Menu(4-24 ページ )

■ ICH Control Sub-Menu(4-25 ページ )

■ ACPI Control Sub-Menu(4-27 ページ )
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APM Control Sub-Menu

カーソルをあわせて [Enter]キーを押すと、APMの設定画面に移行します。APM OSを使用する際

に設定します。

Workaround Control Sub-Menu

カーソルをあわせて [Enter]キーを押すと、プラットフォーム全体の設定画面に移行します。

■ APM Control Sub-Menu(4-28 ページ )

■ Workaround Control Sub-Menu(4-29 ページ )
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■ CPU Control Sub-Menu

Intel画面で [CPU Control Sub-Menu]にカーソルをあわせて [Enter]キーを押すと、次の画面が表示

されます。

Processor Power Management

CPUの電源管理機能です。[Disabled]、[C States Only]から選択します。出荷時の設定は [C States 

Only]です。出荷時設定でご使用ください。

Thermal Control Circuit

CPUの温度保護機能です。CPUが正常に動作する上限温度を超えた時の設定を行ないます。

[Disabled]、[TM1]、[TM2]から選択します。出荷時の設定は [TM2]です。出荷時設定でご使用く

ださい。
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■ MCH Control Sub-Menu

Intel画面で [MCH Control Sub-Menu]にカーソルをあわせて [Enter]キーを押すと、次の画面が表示

されます。

MCH Power Management Sub-Menu

チップセットの設定画面に移行します。

DDR ECC Operation

ECCメモリを使用するかどうかを設定します。[Enabled] or [Disabled]の選択です。出荷時の設定

は [Enabled]です。

◆ MCH Power Management Sub-Menu(4-23 ページ )
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◆ MCH Power Management Sub-Menu

Intel画面の [MCH Power Management Sub-Menu]にカーソルをあわせて [Enter]キーを押すと、次の

画面が表示されます。

Chipset Thermal Throttling

チップセットのサーマルスロットル（熱暴走を防ぐための仕組み）の設定を行ないます。

[Enabled] or [Disabled]の選択です。出荷時の設定は [Enabled]です。

DRPM Support

Dynamic Row Power Managementの設定を行ないます。[Enabled] or [Disabled]の選択です。出荷時

の設定は [Enabled]です。
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■ Video (Intel IGD) Control Sub-Menu

Intel画面で [Video (Intel IGD) Control Sub-Menu]にカーソルをあわせて [Enter]キーを押すと、次の

画面が表示されます。

IGD-Memory Size

ビデオメモリに割り当てる容量を設定します。[UMA=1MB]、 [UMA=8MB]、[UMA=16MB]、

[UMA=32MB]から選択します。出荷時の設定は [UMA=8MB]です。
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■ ICH Control Sub-Menu

Intel画面で [ICH Control Sub-Menu]にカーソルをあわせて [Enter]キーを押すと、次の画面が表示

されます。

Integrated Device Control Sub-Menu

USBや LAN、PCMCIAの有効無効を設定する画面に移行します。

CPU Sleep

CPUの省電力の有効無効を設定します。[Enabled] or [Disabled]の選択です。出荷時の設定は

[Enabled]です。

◆ Integrated Device Control Sub-Menu(4-26 ページ )
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◆ Integrated Device Control Sub-Menu

Intel画面の ICH Control Sub-Menuのメニューより [Integrated Device Control Sub-Menu]にカーソル

をあわせて [Enter]キーを押すと、次の画面が表示されます。

USB-Device 29, F1 only / USB-Device 29, Function 7

USBデバイスの有効無効を設定します。[Enabled] or [Disabled]の選択です。出荷時の設定は

[Enabled]です。

IDE-Device 31, Function 1

IDEデバイスの有効無効を設定します。[Enabled] or [Disabled]の選択です。出荷時の設定は

[Enabled]です。

AC97A-Device 31, Function 5

AC97 Audioの有効無効を設定します。[Enabled] or [Disabled]の選択です。出荷時の設定は

[Enabled]です。

Onboard LAN 1, 2

Onboard LAN 1, 2の有効無効を設定します。[Enabled] or [Disabled]の選択です。出荷時の設定は

[Enabled]です。

Onboard Cardbus Controller

PCMCIAスロットの有効無効を設定します。[Enabled] or [Disabled]の選択です。出荷時の設定は

[Enabled]です。
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■ ACPI Control Sub-Menu

Intel画面で [ACPI Control Sub-Menu]にカーソルをあわせて [Enter]キーを押すと、次の画面が表示

されます。

APIC-IO APIC Mode

APICの有効無効を設定します。[Enabled] or [Disabled]の選択です。出荷時の設定は [Enabled]で

す。

HPET-High Performance Event Timer

High Precision Event Timerの設定を行ないます。[Enabled] or [Disabled]の選択です。出荷時の設定

は [Disabled]です。
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■ APM Control Sub-Menu

Intel画面で [APM Control Sub-Menu]にカーソルをあわせて [Enter]キーを押すと、次の画面が表示

されます。

Cx Status

APM OSを使用する際に CPUの省電力ステートを使用するかどうかを設定します。[Enabled] or 

[Disabled]の選択です。出荷時の設定は [Enabled]です。
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■Workaround Control Sub-Menu

Intel画面で [Workaround Control Sub-Menu]にカーソルをあわせて [Enter]キーを押すと、次の画面

が表示されます。

C3-APIC Workaround

[Enabled]、[Auto]、[Disabled]から選択します。出荷時の設定は [Enabled]です。
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4.2.4 Security

Supervisor Password Is

Supervisor Passwordが設定されいるときは「Set」と表示されます。出荷時はパスワードが設定さ

れていないため [Clear]です。

User Password Is

User Passwordが設定されいるときは「Set」と表示されます。出荷時はパスワードが設定されてい

ないため [Clear]です。User Passwordでは BIOS設定などはできません。

Set Supervisor Password / Set User Password

パスワードを設定します。パスワードを設定しない場合は、新しいパスワード入力欄には何も入

力せずそのまま [Enter]キーを押します。

Fixed disk boot sector

ハードディスクの起動セクタへの書き込みを禁止するかどうかを設定します。[Nomal] or [Write 

Protect]の選択です。出荷時の設定は [Nomal]です。

Password on boot

起動時にパスワードを入力するかどうかを設定します。[Enabled] or [Disabled]の選択です。出荷時

の設定は [Disabled]です。
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4.2.5 Boot

起動デバイスの順序を決定します。Boot priority order に指定された起動デバイスを上から順に検索

します。[ ＋ ] または [ － ] キーで順番の変更を行います。また、Boot の対象となるデバイスを変

更するには、[ x ] キーで Boot priority order 欄と Exclude from boot order 欄に表示されているデバイ

スを入れ替えます。

・Boot 対象としないハードディスクや市販の USB メモリなどを新たに接続した際に、

それらのデバイスが Boot priority order 欄で優先度の高い位置に設定されていると正し

く起動されない場合があります。新たにデバイスの接続を行った場合は Boot priority

order 欄の順位設定を確認してください。

Boot priority order

起動デバイスの順序を設定します。出荷時の順序は以下のとおりです。

1: IDE 0 : Primary Master Device

2: IDE 1 : Primary Slave Device

3: USB FDC : USB Floppy Disk Driver

4: USB CDROM : USB CDROM Driver

5: USB HDD : USB Memory 等

6:

7:

8:
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Excluded from boot order

: IDE 2 : Secondary Master Device

: Other USB : その他の USB メディア

: PCI LAN : LAN 1 PXE Boot ROM

: PCI LAN : LAN 2 PXE Boot ROM

: PCI SCSI : PCI SCSI Board
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4.2.6 Exit

Exit Saving Changes

カーソルをあわせて [Enter]キーを押すと、設定を保存して終了します。

Exit Discarding Changes

カーソルをあわせて [Enter]キーを押すと、設定を保存せずに終了します。

Load Setup Defaults

カーソルをあわせて [Enter]キーを押すと、すべての設定を出荷時の値（初期設定値）に戻しま

す。

Discard Changes

カーソルをあわせて [Enter]キーを押すと、変更した設定をキャンセルし、最後に保存した状態に

戻します。

Save Changes

カーソルをあわせて [Enter]キーを押すと、変更した設定を保存します。
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5 ソフトウェアの
セットアップ

1. ソフトウェアの構成
2. PS-Aのセットアップ
3. PS-A専用ソフトウェアについて
4. Windows®2000、Windows®XP使用時の注意
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5.1 ソフトウェアの構成

OSプリインストールタイプを購入いただいた場合はこれらのソフトウェアがインストールされた

状態になっています。

OSなしタイプを購入いただいた場合はデジタルサポート専用サイトおたすけ Pro!からこれらのソ

フトウェアがダウンロードできます。

5.2 PS-Aのセットアップ

PS-Aには、OSなしタイプと OSプリインストールタイプの 2種類があり、それぞれセットアップ

の手順が異なります。

5.2.1 OSなしタイプのセットアップ

OSなしタイプをご使用になる場合は、Windows®2000またはWindows®XPのオペレーティングシ

ステムや、PS-Aを使用するために必要なユーティリティソフトなどを PS-Aにインストールする

必要があります。

■ OSのセットアップ

PS-Aに市販の OSをインストールします。OSのセットアップ方法については、各 OSのマニュア

ルをご覧ください。

5.3 PS-A専用ソフトウェアについて (5-6 ページ )

• USB CD-ROMドライブを使用して市販のWindows® 2000をインストールする場合

は、BIOSの USB-Device29、Function7を Disabledにしてください。

• PS-Aで対応している OSは以下の 2種類です。それ以外の OSでの動作は保証でき

ません。 

Windows®2000  Service Pack 4 

Windows®XP     Service Pack 2

◆ Integrated Device Control Sub-Menu(4-26 ページ )
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■ PS-Aの専用ソフトウェアのセットアップ

デジタルサポート専用サイトおたすけ Pro！から、ドライバおよびユーティリティソフトなどをダ

ウンロードします。　（URL http://www.proface.co.jp/otasuke/） 

■ [Proface]フォルダの構成

[Proface]フォルダの構成は以下のとおりです。(Windows®共通 )

• セットアップには、USB キーボードが必要です。

• ドライバおよびユーティリティソフトについては以下を参照してください。

5.3 PS-A専用ソフトウェアについて (5-6 ページ )

[Proface]

[API] API-DLL

[Disp] バックライトコントロールコンソールアプリケーション

[KeyClick] キーボードエミュレーションアプリケーション

[Shutdown]

[Client] リモートシャットダウンクライアント

[Sysmon] システムモニタ / RASアプリケーション
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5.2.2 OSプリインストールタイプのセットアップ

OSプリインストールタイプの PS-Aには、以下のソフトウェアがあらかじめインストールされて

います。

■ Windows® 2000プリインストールタイプ

• Microsoft社製Windows® 2000 Professionalオペレーティングシステム

• 株式会社ディー・エム・シー製　（Mouse Emulation Software (TSC-1310D/DD)）

• IN-fINITY soft製キーボードエミュレータ Keyclick32

• 株式会社デジタル製 PS-A用ユーティリティソフトウェアおよびドライバ

■ Windows® XPプリインストールタイプ

• Microsoft社製Windows® XP Professionalオペレーティングシステム

• 株式会社ディー・エム・シー製　（Mouse Emulation Software (TSC-1310D/DD)）

• IN-fINITY soft製キーボードエミュレータ Keyclick32

• 株式会社デジタル製 PS-A用ユーティリティソフトウェアおよびドライバ

• PS-A内のハードディスクにプリインストールされている OSは、PS-3650A/PS-3651A 

専用のものです。

• PS-A内のハードディスクにプリインストールされている OSは、PS-3650A/PS3651A

専用のものです。

• ドライバおよびユーティリティソフトについては以下を参照してください。

5.3 PS-A専用ソフトウェアについて (5-6 ページ )
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■ OSのセットアップ

PS-Aにプリインストールされている OSをセットアップします。OSのセットアップ方法について

は、OSプリインストール HDDユニットに付属の取扱説明書をご覧ください。

■ [Proface]フォルダの構成

[Proface]フォルダの構成は以下のとおりです。

• セットアップ完了後、OS のデスクトップに README テキストが作成されます。 

README テキストには、ソフトウェアの詳細や本書作成以降の情報や変更が記載さ

れています。セットアップ完了後、最初にご覧ください。

[Proface]

[API] API-DLL

 [Audio]                                  Audioドライバ

 [Battery]                                 Batteryユニットドライバ

[Chipset] Chipsetドライバ

[Disp] バックライトコントロールコンソールアプリケーション

[Display] グラフィックアクセラレータドライバ

[KeyClick] キーボードエミュレーションアプリケーション

[Profacer] リモートサポートツール

[Setup] メディアイメージ

[Shutdown]

[Client] リモートシャットダウンクライアント

[Sysmon] システムモニタ /RASアプリケーション

[UPDD] タッチパネルドライバ（マウスエミュレータ）
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5.3 PS-A専用ソフトウェアについて

5.3.1 ドライバ

PS-A専用のドライバとして、Audio、Chipset、グラフィックアクセラレータ、タッチパネルドラ

イバ（マウスエミュレータ）の 4種類を用意しています。

OSなしタイプの PS-Aには、各ドライバを必要に応じて組み込んでください。（リカバリーメディ

アで修復された PS-Aにはあらかじめドライバが組み込まれています。）

ここではあらかじめ PS-Aのハードディスクに [Proface]フォルダがあるものとして説明していま

す。

■ Chipsetドライバ

PS-Aに Chipsetドライバを組み込みます。組み込むことで OSに Chipsetの機能を組み込みます。

C:\Proface\Chipset\infinst_autol.exeを起動します。

画面の指示に従って進めてください。

■ Audioドライバ

PS-Aに Audioドライバを組み込みます。組み込むことで Audio機能を有効にします。

C:\Proface\Audio\WDM_A□□□ .exeを起動します。（□□□はバージョンが入ります。）

画面の指示に従って進めてください。

■グラフィックアクセラレータドライバ

PS-Aにグラフィックアクセラレータドライバを組み込みます。組み込むことでWindows®の画面

表示を専用ハードウエアの機能で高速化します。

C:\Proface\Display\win2k_xp□□□ .exeを起動します。（□□□はバージョンが入ります。）

画面の指示に従って進めてください。

• 組み込んだドライバは、アンインストールしないでください。
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■マウスエミュレータ

PS-Aにタッチパネルドライバを組み込みます。あらかじめ、株式会社ディ・エム・シー製Mouse 

Emulation Software (TSC-1310D/DD)ソフトウェア使用許諾書に同意が必要です。

(1) C:\Proface\UPDD\Setup.exeを起動します。

(2) 画面の指示に従ってタッチパネルドライバを組み込みます。

その他、設定の詳細については C:\Proface\UPDD_30846\Readme.pdfをご覧ください。

付録 4 使用許諾書 (A-5 ページ )

• [スタートメニュー ]→ [すべてのプログラム ]→ [UPDD]→ [動作設定 ]を起動する

と「タッチパネルプロパティ」が表示されます。タッチパネル操作に関する詳細設定

が可能です。

• タッチ位置がずれるときは、タッチ位置の補正が必要です。[スタートメニュー ]→ 

[すべてのプログラム ]→ [UPDD]→ [キャリブレーション ]を選択してください。画

面上に矢印マークが表示されるので、押してください。[キャリブレーション後の確

認 ]ダイアログボックスで「OK」を押すと補正が完了します。
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5.3.2 アプリケーション機能

PS-A専用の機能としてプログラムを用意しています。ここではあらかじめ PS-Aのハードディス

クに [Proface]フォルダがあるものとして、ファイルの格納されている場所を下記の表に示します。

■ API-DLL

PS-A上で動作する RAS機能を、お客様が作成したアプリケーションから利用するためのダイナ

ミックリンクライブラリです。API-DLLには、以下の 3種類を用意しています。

◆共有メモリアクセス　Smonras.dll

この Smonras.dllは、リモート RAS使用時に共有メモリへアクセスするためのダイナミックリンク

ライブラリです。

詳しくは APIリファレンスを参照してください。

◆ RAS機能　Ioctl.dll

この Ioctl.dllは、PS-A上で動作する RAS機能を、お客様が作成したアプリケーションから利用す

るためのダイナミックリンクライブラリです。

詳しくは APIリファレンスを参照してください。

◆バックライト制御　Blioctl.dll

この Blioctl.dllは、PS-A上で動作するバックライト制御機能をユーザーが作成したアプリケー

ションから利用するためのダイナミックリンクライブラリです。

詳しくは APIリファレンスを参照してください。

ファイル名 Windows®XP Windows®2000
Smonras.dll

C:\Windows\System32 C:\Winnt\System32
Ioctl.dll
Blioctl.dll
Backlight Control.scr
BlBright.cpl
Disp.exe C:\Proface\Disp
Keyclick.exe C:\Proface\Keyclick
SystemMonitor.exe C:\Proface\Sysmon
SmSRvCPL.cpl C:\Windows\System32 C:\Winnt\System32
Sysmon.sys C:\Windows\System32\Drivers C:\Winnt\System32\Drivers

• インストールしたユーティリティソフトをアンインストールするには、コントロール

パネルから [アプリケーションの追加と削除 ]を選び、[PS-3650A Series Driver and 

Utilitty]から削除を行ってください。
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■システムモニタ /RASアプリケーション　SystemMonitor.exe

RAS機能、システムモニタ機能を使用し、温度や電圧、ファンの異常を監視することができます。

このプログラムは OSと同時に自動起動します。

◆システムモニタプログラム　SystemMonitor.exe

◆監視パラメータ設定用プログラム　System Monitor Property

■システムファイル　Sysmon.sys

RAS機能、システムモニタ機能を使用するためのシステムファイルです。

このファイルは編集しないでください。RAS機能、システムモニタ機能が正常に動作しなくなる

恐れがあります。

■バックライト消灯スクリーンセーバ　Backlight Control.scr

設定時間オペレーションがない場合、バックライトを消灯することによって寿命を延ばします。

このプログラムはWindows®で実行します。

■バックライトコントロールコンソールアプリケーション　Disp.exe

バックライト表示を On/Offするコマンドラインユーティリティです。このプログラムはコマンド

プロンプトで動作します。

起動方法                                                DISP ON   / DISP OFF 

オプションスイッチ                            ON:表示 / OFF:非表示

リターン値                                            0:正常終了 / -1:オプションスイッチエラー

■キーボードエミュレータ　Keyclick.exe

マウスオペレーションでキーボード入力をサポートします。Windows®で実行すると、PS-Aの画

面上にキーボードが表示されます。

IN-fINITY soft製 Keyclick32使用許諾書に同意が必要です。

■ 異常が発生したら (6-13 ページ )

6.3.1 詳細 (6-10 ページ )

• 実行中のアプリケーションによっては設定時間になってもバックライトが消灯しない

場合があります。ご使用のアプリケーションで動作を確認してからご使用ください。

• バックライト表示を連続して On/Offするアプリケーションを作成する場合は、バック

ライトコントロール Blioctl.dllをお使いください。

付録 4 使用許諾書 (A-5 ページ )
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■バックライト輝度調整　BlBright.cpl

バックライトの輝度をレベル 0～ 3の 4段階で調整します。

　輝度レベル 0: とても暗い

　輝度レベル 1: やや暗い

　輝度レベル 2: やや明るい

　輝度レベル 3: とても明るい

このプログラムは、Windows®2000使用の場合、コントロールパネルの [Backlight Brightness]アイ

コンから、Windows®XPをご使用の場合はコントロールパネルの [デスクトップの表示とテーマ ]

の [Backlight Brightness]アイコンから実行します。初期設定は輝度レベル 3です。

■システムモニタプロパティ　SmSRvCPL.cpl

RAS 機能にてシステムを監視時に異常が発生した場合の通知方法を設定します。

このプログラムは、コントロールパネルの [ System Monitor Property ] アイコンから実行します。

• 実行中のアプリケーションによってはキー入力できない場合がありますのでご使用の

アプリケーションで動作を確認してからご使用ください。

• Windows®起動時のユーザー名、パスワードの入力はできません。

• Keyclickのフォントポイント変更にはキーボードが必要です。

• 使用方法の詳細は、画面キーボードの [HELP]ボタンをクリックしオンラインヘルプ

を参照してください。
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5.4 Windows®2000、Windows®XP使用時の注意

必要に応じて以下の設定を行ってください。

5.4.1 システムへの自動ログオンの設定方法

Windows®を起動したときに出るパスワード入力を省略して、Windows®を起動する設定です。

■ Windows®2000の場合

(1) コントロールパネルの [ユーザーとパスワード ]を起動します。

(2) 自動ログオンするユーザーを選択し、[このコンピュータを使うには、ユーザー名とパス

ワードを入力する必要があります (E)]チェックボックスのチェックを解除した状態にしま

す。

(3) [詳細 ]タブをクリックし、[ユーザーがログオンする前に必ず Ctrl+Alt+Delキーを押す (R)]

チェックボックスのチェックを解除した状態にします。

(4) [適用 (A)]ボタンを押すと自動ログオンのダイアログボックスが表示されるので、パスワー

ドを入力します。

■ Windows®XPの場合

(1) [スタート ]メニューから [ファイル名を指定して実行 (R)]を選択します。

(2) "Control userpasswords2"と入力し、OKボタンをクリックします。

(3) [ユーザーがこのコンピュータを使うには、ユーザー名とパスワードの入力が必要 (E)]

チェックボックスのチェックを解除した状態にし、適用ボタンをクリックします。

(4) 自動ログイン設定するユーザー名とパスワードを入力し、OKボタンをクリックします。

5.4.2 無停電電源装置について

Windows®2000、またはWindows®XPはシステムの電源を切る前にシャットダウンを行う必要があ

ります。突然の電源障害からデータを守るために無停電電源装置の使用をお勧めします。

Windows® に対応した無停電電源装置を使用すると、電源障害発生時にバックアップ用電源に切り

替わり安全にシャットダウンするまでの時間を確保したり、自動的にWindows®をシャットダウ

ンすることができます。

PS-Aは矩形波出力 (2ステップインバータ出力 )の無停電電源装置には対応しておりません。

無停電電源装置をご使用の際は、正弦出力のものをご使用ください。

詳細については、無停電電源装置の販売元にお問い合わせください。

デジタルサポート専用サイトおたすけ Pro！にも、PS－ A専用のバッテリユニットユーティリ

ティを公開しています。おたすけ Pro！のダウンロードページより PS－ 3650Aシリーズ用バッテ

リユニットドライバをダウンロードしてください。（URL http://www.proface.co.jp/otasuke/）

• 自動ログオンの設定をしない場合は、ログオン時に USBキーボードが必要です。



PS-3650A / PS-3651A　ユーザーズマニュアル

5-12

5.4.3 システム構成を変更する場合

LANやプリンタを増設した場合、Windows®のシステム構成を変更する必要があります。

◆システム構成の変更

Windows® のシステム構成を変更する場合、次のメッセージが表示されます。

新しい場所としてシステム構成を変更するフォルダを入力して [続行 ]をクリックしてください。

• OSなしタイプの場合 

Windows® の CD-ROM内の [I386]のフォルダを指定します 

D:\I386　(CD-ROMドライブが Dの場合 )

• OSプリインストールタイプの場合 

C:\Proface\Setup\I386

5.4.4 NTFSファイルシステムへの変換方法

ご使用の OSが、Windows®の DOS互換ファイルシステム (FAT32)でフォーマットされている場

合は、NTFSファイルシステムへ変換することができます。

NTFSファイルシステムへの変換は、Windows® を起動させ、コマンドを使用してください。

convert X:/fs:ntfs(Xにはドライブ名を入力します )

※ 1 ○○は OSにより異なります。 

例 )Windows®XPの場合：'Windows XP Professional CD-ROM'

'Windows ○○※ 1 Professional CD-ROM'のラベルの付いた CDを CD-ROMドライブ

(D:)に挿入して、[OK]をクリックしてください。

フロッピーディスクやネットワークサーバなど、別の場所からファイルをコピーする

場合も、[OK]をクリックしてください。

• NTFSファイルシステムへ変換してしまうと、Windows®の DOS互換ファイルシステ

ム (FAT32)へは戻すことはできません。
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6 PS-Aの状態を
監視する

1. RAS機能について
2. 設定メニュー
3. PS-Aの状態を監視したい
4. 監視中の PS-Aの状態を確認したい
5. エラーログを一覧で見たい
6. 離れたところにあるサーバから異常を監視したい
7. 離れたところにあるサーバから PS-Aを再起動 /終了させたい
8. System Monitor Property の設定ガイド
9. System Monitor画面の設定ガイド
10.エラーメッセージ
11.制限事項

PS-Aの状態監視を行うための手順について説明します。
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6.1 RAS機能について

6.1.1 RAS機能について

■ RAS機能で検出できる異常

RAS（Reliability Availability Serviceability）機能とは、システムの信頼性を向上することを目的に

用意された機器監視機能を中心とする様々な機能の総称です。

一般的にサポートされている機能は機器により異なり、PS-Aでは RAS機能として下記の異常監

視と外部入力信号をサポートしています。

• RAS機能の設定方法は、以下を参照してください。

異常監視

• 電源電圧異常
PS-Aの内蔵電源および内部での CPU供給電源の状況を監視します。

• 冷却ファン回転異常
CPU冷却ファンの回転数を監視します。

• 内部温度異常
PS-A本体の内部温度および CPU周辺の温度を監視します。

• ウォッチドッグタイマタイマアップ
• SMART異常
ハードディスクの状態を監視します。ハードディスクが故障する前
兆を検出します。

外部入力信号

汎用入力※ 1 （DIN 2ビット）
リモートリセット入力 ※ 2（1点）

※ 1 汎用入力は入力情報を保持します。
※ 2 リモートリセットについては入力の有効、無効の設定は可能ですが、強制的にハード

ウェアリセットがかかるため、DOUT出力状態の設定はできません。

• SMART監視を行うには Administrator権限が必要です。

• CFカードは SMARTに対応していないため、CFカードの状態を監視することはでき

ません。

• (株 )デジタル製オプション品以外のハードディスクを使用した場合、SMART監視の

動作は保証できません。

6.8 System Monitor Property の設定ガイド (6-27ページ )

◆ 外部入力信号 (6-5 ページ )
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■異常発生時の通知方法

また、PS-Aでは上記異常発生および外部信号入力時のアラーム処理出力として、下記の外部出力

信号と各種処理機能をサポートしています。

監視機能の有効無効およびアラーム処理内容の設定は付属のシステムモニタ（ユーティリティソ

フト）で行います。

また、付属のダイナミックライブラリ (API-DLL)を用いて、ユーザーが作成したアプリケーショ

ンから RAS機能を利用することもできます。

外部出力信号

• 汎用出力（DOUT 2ビット）

各種処理機能

• LEDインジケート（2色発行 1点）
電源の ON/OFFを表示するパワーランプと共用化された本体正面の
3色発行 LEDでシステムの状態を通知します。

• ポップアップメッセージ出力
 Windows®のポップアップメッセージでシステムの状態を通知する
機能です。

• ブザー出力
PS-Aの内蔵スピーカの出力にてシステムの状態を通知する機能で
す。

• システムシャットダウン処理
OSのシャットダウンを行う機能です。

• システムリセット
ウォッチドッグタイマがタイムアップした場合にシステムをリセッ
トする機能です。

6.3 PS-A の状態を監視したい (6-10 ページ )

おたすけ Pro!　「PS-A リファレンスマニュアル」

URL http://www.proface.co.jp/otasuke/

◆ 外部入力信号 (6-5 ページ )

◆ LED インジケート (6-5 ページ )
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■ RAS機能概念図

※ 1 ご使用になるシステムの仕様に合わせて設定してください。

※ 2 RAS機能による出力です。

※ 3 PS-3651Aにはファンはありません。

※ 4 DIN1はリセット入力としても使用できます。リセット入力として使用する場合はシステムモ

ニタで設定してください。

6.3 PS-A の状態を監視したい (6-10 ページ )
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◆ LEDインジケート

◆外部入力信号

PS-A 本体の RAS インターフェイスコネクタに下記の入力信号が用意されています。

• 汎用入力（DIN 2 ビット）

外部機器の異常検知用に用意された汎用デジタル入力です。入力は 2 ビット用意されています。

コントロールパネルのシステムモニタプロパティまたは API-DLL で本信号の有効無効および

処理内容を設定します。（DIN 回路の ON のみを検知します。OFF は監視できません。）

• リモートリセット入力（DIN1のみ設定可能）

外部機器による PS-A のハードウェアリセット信号です。本信号が有効になった場合に強制的

にハードウェアリセットがかかります。

コントロールパネルのシステムモニタプロパティまたは API-DLL で本信号の有効無効を設定

します。

発光色 システム状態 出力条件

緑色　点灯 正常動作中（電源 ON） 無し

緑色　点滅 システム停止（ソフト OFF） 無し

橙色　点灯

何らかの RAS異常発生 システムモニタプロパティで
LEDの設定が有効

タッチパネルセルフテストエ
ラー

無し

消灯 無通電時（電源 OFF） -
橙色 /赤色　点滅 バックライト異常 無し

• リモートリセット入力を使用する場合は、System Monitor Propertyの [Remote reset]タ

ブ内にある [Enable]を有効にしてください。 

System Monitor Propertyの Remote Resetについては下記を参照してください。

入力電圧 DC12V ～ 24V

入力電流 10mA

動作電圧 ON 電圧 :10V（min）、OFF 電圧 :3V（max）

絶縁方式 フォトカプラによる絶縁

6.8.4 Remote Reset (6-31ページ )



PS-3650A / PS-3651A　ユーザーズマニュアル

6-6

• 汎用入力（DIN）は、入力レベルを 1.5秒以上保持してください。1.5秒未満では検出

できないことがあります。

• 端子間の電圧値は、入力電圧で決められた範囲内で使用してください。入力電圧範囲

を超えますと故障の原因となります。

• シンクソース入力のため、D(-)、RESET(-) が正極、D(+)、RESET(+) が負極となって

も問題ありません。この場合も、上記入力電圧範囲内で使用してください。

• コネクタピン配列については、以下を参照してください。

Vcc

Vcc

PC357

PC357

DIN 0(+)

DIN 1(+)

R

R

R

R

+

+

-

-

DC12 24V

DINCOM

入力部回路
内部回路

シンクソース入力の為、 

極性はありません。

インターフェイス回路

入力ポート

入力ポート

2 仕様 (2-1ページ )
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◆外部出力信号

PS-A本体の RAS インターフェイスコネクタに下記の出力信号が用意されています。

• 汎用出力（DOUT 2 ビット）

本信号は、外部機器にシステムの状態を通知するために準備されたデジタル出力信号です。

コントロールパネルのシステムモニタプロパティまたは API-DLL でアプリケーションからコ

ントロールできます。

これらの信号は、外部機器にシステムの状態を通知するために準備された汎用デジタル出力で

す。

システムモニタプロパティで出力の有効無効の設定が可能です。

定格負荷電圧 DC24V

最大負荷電流 120mA/点

端子間最大降下電圧 1.5V（負荷電流 100mA 時）

絶縁方式 フォトカプラによる絶縁

• 最大負荷電流内で使用してください。最大負荷電流を超えて使用すると故障の原因と

なります。

• 負荷の電流値および電圧値は、端子間電圧を加味したうえで設計してください。負荷

電流を大きくとりますと、端子間にて最大 1.5V の電圧降下が生じます。

• 誘導性負荷を接続する場合は上図※ 1 の保護用ダイオードを接続してください。

• コネクタピン配列については、以下を参照してください。

+5V

R

PC357

4.7KΩ

SSTA06

DOUT0(-)
DOUT1(-)

DOUT0(+)
DOUT1(+)

2 仕様 (2-1ページ )
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6.2 設定メニュー

PS-Aの状態を監視したい

詳細（6-10ページ）

設定手順（6-10ページ）

監視中のPS-Aの状態を確認したい

詳細（6-14ページ）

設定手順（6-14ページ）

エラーログを一覧で見たい

詳細（6-15ページ）

設定手順（6-16ページ）

ピー

エラー！

異常が発生した

ことを通知する

例えば・・・
温度異常発生

System Monitor

+5.0V Pass

+12V Pass

VcoreA Pass

エラー 2007/6/19 10:04:12

エラー 2007/6/19 12:15:24

エラー 2007/6/19 15:36:08
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離れたところにあるサーバから異常を監視したい

詳細（6-18ページ）

システム構成（6-19ページ）

Pro-Server with Pro-Studioまたは
Pro-Server EXを用いての監視
（6-23ページ）

離れたところにあるサーバからPS-Aを再起動 /終了させたい

詳細（6-25ページ）

設定手順（6-26ページ）

Pro-Server with Pro-Studio

または　ネットワーク経由

離れたオフィスでも異常がわかる

異常発生 異常確認

離れたオフィスから遠隔操作

ネットワーク経由

再起動

終了
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6.3 PS-Aの状態を監視したい

6.3.1 詳細

RAS機能で監視したい項目をあらかじめ設定しておきます。

異常が発生すると、指定しておいた方法で異常を通知します。

6.3.2 設定手順

ここでは、温度異常を監視し、ブザーとポップアップメッセージで通知する手順を説明します。

(1) [コントロールパネル ]－ [System Monitor Property]をダブルクリックし System Monitor 

Property画面を表示させます。

(2) [Temperature]タブを選択します。

• 設定内容の詳細は設定ガイドを参照してください。

ピー

エラー！

異常が発生した

ことを通知する

異常発生

6.9 System Monitor画面の設定ガイド (6-32ページ )
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(3) [Enable]にチェックをつけます。

(4) [Error Action]で [Buzzer]と [PopupMessage]にチェックをつけます。

(5) [適用 ]をクリックします。

(6) [OK]をクリックすると設定が完了します。 

監視を開始すると、タスクトレイにシステムモニタアイコンが格納されます。
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• System MonitorはWindows®のサービスとしても動作しています。System Monitorアプ

リケーションが起動していない場合、System Monitorサービスが System Monitor Prop-

ertyで設定された RASイベントを発生させます。System Monitorサービスの動作状況

は [コントロールパネル ]－ [管理ツール ]－ [サービス ]から確認できます。

• System Monitorサービスが異常を検出した際に表示するポップアップメッセージは通

常のポップアップメッセージと異なります。
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■異常が発生したら

(1) ブザー音が鳴り、ポップアップメッセージが表示されます。

(2) システムトレイのアイコンが異常ありを示す「×」マークのアイコンに変わり点滅します。

アイコンをダブルクリックして異常内容を確認してください。

• 通知動作は、異常を検出したとき、それぞれの監視要素について 1回のみ行われま

す。

• ブザー音を止めるには、ポップアップメッセージの [Buzzer Off]を押してください。

ポップアップメッセージを表示させていない場合は、[System Monitor]画面にも

[Buzzer Off]ボタンが表示されますのでそれを押してください。

• ポップアップメッセージ画面の [Show Window]ボタンを押しても [System Monitor]画

面が表示できます。

• ポップアップメッセージ画面の [Show this message after an hour]にチェックをつけて

OKボタンを押すと、ポップアップメッセージ画面を終了しその後 1時間はポップ

アップメッセージ画面を表示させません。

• 一度異常を検出すると、システムモニタは「異常」状態を保持します（異常検出時の

アイコン表示）この状態から復帰するためには、[System Monitor]画面の [Reset]ボタ

ンを押すか、一度 PS-A本体の電源を切り、その異常要因を取り除くメンテナンスを

した後、電源を再投入する必要があります。

起動時のアイコン 異常検出時のアイコン
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6.4 監視中の PS-Aの状態を確認したい

6.4.1 詳細

System Monitor画面から、RAS監視中の PS-Aの状態を確認します。

同じ画面から異常内容の確認することもできます。

6.4.2 設定手順

(1) システムモニタを起動すると、タスクバーにシステムモニタアイコンが格納されます。 

システムモニタアイコンをダブルクリックして System Monitor画面を表示させます。

(2) 確認したい項目のタブをクリックしてください。

• 設定内容の詳細は設定ガイドを参照してください。

• エラー発生時にはタブの色が変わります。

• SMARTの Device No.は「0」がマスタまたは HDD0、「1」がスレーブまたは HDD1を

表しています。

System Monitor

+5.0V Pass

+12V Pass

VcoreA Pass

6.9 System Monitor画面の設定ガイド (6-32ページ )
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6.5 エラーログを一覧で見たい

6.5.1 詳細

過去に起こった異常の発生場所と発生時の動作を、イベントビューア画面で確認します。

エラー 2007/6/19 10:04:12

エラー 2007/6/19 12:15:24

エラー 2007/6/19 15:36:08
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6.5.2 設定手順

(1) [コントロールパネル ]－ [管理ツール ]－ [イベントビューア ]で、イベントビューア画面

を表示させます。[システム ]を選択するとシステムログの一覧が表示されます。

(2) ソース欄が [System Monitor] となっているものがエラーログです。 

確認したいエラーログの行を選択し、ダブルクリックします。

• Watchdog Timerエラー時の Hardware Resetと RASポートのリセット入力はロギングで

きません。
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(3) [イベントのプロパティ ]画面が表示されます。 

[説明 ]欄にエラーメッセージが表示されます。
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6.6 離れたところにあるサーバから異常を監視したい

6.6.1 詳細

（株）デジタル製 Pro-Server with Pro-Studio（別売）または Pro-Server EX（別売）をインストールし

た上位 PCを通じて、システムモニタ /RAS機能を遠隔的に監視・制御します。

本機能をご使用になるには、Pro-Server with Pro-Studio Ver.3.12以上または Pro-Server EX Ver. 1.20

以上が必要です。Pro-Serverのマニュアル類を併せてご参照ください。

Pro-Server with Pro-Studioがインストールされていない環境でも、ネットワーク経由で RAS監視を

行うことができます。

異常発生 異常確認

Pro-Server with Pro-Studio 

またはネットワーク経由

6.6.3 Pro-Server with Pro-Studioまたは Pro-Server EXを用いての監視 (6-23ページ )
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6.6.2 システム構成

本機能を使用したシステムは以下のように構成されます。

  サーバ側 PC

クライアント側
PS-A

イーサネット

2W
ay
機
能

Pro-Server with Pro-StudioVer.3.12以上または
Pro-Server EX Ver. 1.20以上 
リモート RASサーバプログラム (IPC_RAS.npj)

               ユーザーアプリケーション

[システムモニタ /RAS機能 ]
・SystemMonitor.exe
・System Monitor Property
・Ioctl.dll
・Smonras.dll
・Sysmon.sys
・Blicotl.dll
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システムモニタ /RAS機能の状態は、SystemMonitor.exeを通してイーサネット経由で Pro-Serverに

送られます。Pro-Studioから割り当てられ、共有メモリに格納されているデバイスアドレスを監視

することにより、異常を監視することができます。

サーバ側 PC内のユーザーアプリケーションは Pro-Serverで供給されている Pro-Easy.dllを介して

RAS機能を監視します。

クライアント側 PS-Aは、共有メモリを利用してサーバ側 PCのユーザーアプリケーションとデー

タ共有します。双方のデータのやりとりは Smonras.dllおよび、Pro-Easy.dllを介して処理されま

す。

　サーバ側 PC

クライアント側
PS-A

イーサネット

2W
ay
機
能

　　　　  ユーザーアプリケーション

Pro-Easy.dll

Pro-Server with Pro-Studio Ver. 3.12 以上
または Pro-Server EX Ver. 1.20以上 
（別売）

ユーザー
アプリケーション

Smonras.dll

SystemMonitor.exe

共有メモリ
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■デバイスアドレス一覧表

※ 1 デバイスモニタで監視する場合、単位は mVです。

※ 2 デバイスモニタで監視する場合、単位は rpmです。

※ 3 デバイスモニタで監視する場合、単位は℃です。

※ 4 システムのみがデータの読み書きおよび監視するために使用します。

※ 5 クライアント側 PS-Aの OSを終了・再起動します。

※ 6 PS-Aがどのエラーイベントを監視しているのかを表します。

デバイス
デバイス
種別

デバイス
シンボル

Read/
Write

ビット
アクセス

16ビット
アクセス

32ビット
アクセス

VcoreA ※ 1 WORD

VLT

Read ×

VLT0

×

VcoreB ※ 1 WORD VLT1
+3.3V ※ 1 WORD VLT2
+5V ※ 1 WORD VLT3

+12V ※ 1 WORD VLT4
+2.5V ※ 1 WORD VLT5
-12V ※ 1 WORD VLT6

Number of Revolution of 
System FAN ※ 2 WORD FAN FAN0

System Temperature ※ 3 WORD
TMP

TMP0
CPU Temperature ※ 3 WORD TMP1
System2 Temperature WORD TMP2

DIN WORD DIN DIN00-DIN01 DIN0

DOUT WORD DOUT Read/
Write

DOUT00-DOUT01 DOUT0

Error Event WORD ERR Read ERR00-ERR10 ERR0
ERR1

Internal Memory Area ※ 4 WORD LS

Read/
Write

LS00000-LS0000F
～ LS02550-LS0255F

LS0000
～ LS0255

LS0000
～ LS0254

Shared Memory WORD PL PL00000-PL0000F
～ PL02550-PL0255F

PL0000
～ PL0255

PL0000
～ PL0254

Software Reset Port ※ 5 WORD RST × RST0 ×

Error Mask ※ 6 WORD ERRM Read ERRM00-ERRM10 ERRM0
ERRM1 ×

• ソフトウェアリセットポートに以下の値を書き込むことで、クライアント側 PS-Aを

シャットダウン、再起動することができます。 

「強制シャットダウン」、「強制リブート」をデバイスアドレスに書き込む場合、他の実

行中のアプリケーションの保存を一切確認することなくOSが終了・再起動します。安

易な書き込みによるデータ消去を防ぐため、ご使用にあたっては十分ご注意ください。

書き込む値
動作

10進数 16進数
1 0001 シャットダウン

2 0002 リブート

257 0101 強制シャットダウン

258 0102 強制リブート
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■エラーイベントおよびエラーマスクのビットアサイン

※ 1 PS-3651A では表示されません。

デバイス名 項目 ビット

エラーイベント

VcoreA Voltage Error ERR00
VcoreB Voltage Error ERR01
+3.3V Voltage Error ERR02
+5.0V Voltage Error ERR03
+12V Voltage Error ERR04
+2.5V Voltage Error ERR05
-12V Voltage Error※ 1 ERR06
System Fan Error※ 1 ERR08
System Temperature Error ERR0A
CPU Temperature Error ERR0B
System2 Temperature Error ERR0C
Watchdog Timer Error ERR0D
Reserved ERR0E
Backlight Error ERR0F
SMART Error ERR10

エラーマスク

VcoreA Voltage Error ERRM00
VcoreB Voltage Error ERRM01
+3.3V Voltage Error ERRM02
+5.0V Voltage Error ERRM03
+12V Voltage Error ERRM04
+2.5V Voltage Error ERRM05
-12V Voltage Error※ 1 ERRM06
System Fan Error※ 1 ERRM08
System Temperature Error ERRM0A
CPU Temperature Error ERRM0B
System2 Temperature Error ERRM0C
Watchdog Timer Error ERRM0D
Reserved ERRM0E
Backlight Error ERRM0F
SMART Error ERRM10
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6.6.3 Pro-Server with Pro-Studioまたは Pro-Server EXを用いての監視

■クライアント側 PS-Aの設定

(1) [コントロールパネル ]－ [System Monitor Property]で System Monitor Property画面を表示させ

ます。

(2) [Remote RAS]タブの [Enable]にチェックをつけます。

(3) [適用 ]をクリックしてください。 

[OK]をクリックし System Monitor Property画面を終了してください。

• 設定内容の詳細は設定ガイドを参照してください。

• 実際にリモート RAS機能を使用するには、PS-A内でシステムモニタ 

(SystemMonitor.exe)を起動する必要があります。

6.8.2 Remote RAS (6-29ページ )
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■サーバ側 PCの設定

(1) サーバ側 PCにてデジタルサポート専用サイトおたすけ Pro!からダウンロードできるソフト

ウエア内をダウンロードしてください。設定手順書が添付されていますので手順書にした

がってダウンロードしたファイルを指定のフォルダにコピーしてください。

(2) Pro-Studioを起動します。

(3) 参加させたい PS-Aをネットワーク参加局に登録し、参加局の編集を行います。   

(4) 参加局の編集の PLCタイプで [PL, PS-A, PS-B]を選択します。

(5) シンボルを登録します。登録可能なシンボルにについては以下を参照してください。   

Pro-Server with Pro-Studio for Windows オペレーションマニュアル
Pro-Server EXリファレンスマニュアル

• PS-Aを Pro-Studioの [参加局の検索 ]を使用して参加局に登録する場合は、PS-Aにお

いてリモート RAS機能が有効になったシステムモニタが起動している必要がありま

す。

■ デバイスアドレス一覧表 (6-21ページ )

• Pro-Studioで作成したネットワークプロジェクトファイルをクライアントとなる PS-A

に転送する必要はありません。
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6.7 離れたところにあるサーバから PS-Aを再起動 /終了させたい

6.7.1 詳細

Pro-Serverがインストールされていない環境のサーバから PS-Aを再起動または終了させます。

ここではあらかじめ本製品に [Proface] フォルダがあるものとして、説明をします。

• 本機能を利用するには LAN2を有効にする必要があります。 

LAN2を有効にするには、(株）デジタルのサポート専用サイト「おたすけ Pro!」 から

LANドライバをダウンロードしてください。

• 本機能の操作方法については、リモートシャットダウンアプリケーションのオンライ

ンヘルプを参照してください。

• PS-Aにサーバ用、クライアント用の両方をインストールし、自分自身を制御すること

も可能ですが、PS-Aがネットワークに接続されている必要があります。

• リモートシャットダウン機能を実施すると、PS-A本体はソフト OFF状態になります。

（一部の回路は通電している状態です。）

ネットワーク経由

再起動

終了

Pro-Serverがインストール
されていないサーバ

5.3 PS-A専用ソフトウェアについて (5-6ページ )
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6.7.2 設定手順

(1) アプリケーションをサーバおよび PS-A側でそれぞれに実行します。

アプリケーションは、以下のフォルダに格納されています。

(2) PS-A側の LAN2の IPアドレスを確認します。

(3) PS-Aの OSを終了します。この際、PS-Aの電源は供給されたままにしておいてください。

(4) (2)で確認した PS-Aの IPアドレスにサーバからMagicPacketを送信します。MagicPacketを

送信したい IPアドレスを選択後、右クリックして「起動」を選択します。 

(5) PS-Aが起動されます。

■スタンバイ状態および休止状態から PS-Aを起動 /終了させたい場合

スタンバイ状態および休止状態から PS-Aを起動 /終了させるには、「コントロールパネル」内の

「システム」を設定する必要があります。

(1) スタートメニューの「コントロールパネル」を起動します。

(2) 「システム」を起動します。(パフォーマンスとメンテナンスのカテゴリ内にあります。)

(3) ハードウェアタブの「デバイスマネージャ」を起動します。

(4) ネットワークアダプタの 「Realtek RTL8169/8110 Family」をダブルクリックします。

電源の管理タブの「このデバイスでコンピュータのスタンバイ状態を解除できるようにする」に

チェックをつけます。

アプリケーション名 ファイル名
フォルダ 

(Windows® XP、Windows®2000共通 )

サーバ側 Remote Shutdown RSSvr.exe C:\Proface\Shutdown\Server

PS-A側 Remote Shutdown RSClt.exe C:\Proface\Shutdown\Client

• アプリケーションがない場合は（株）デジタルのサポート専用サイト「おたすけ 

Pro!」からインストーラをダウンロードします。 

http://www.proface.co.jp/otasuke/

• MagicPacket を送信するツールはデジタルサポート専用サイトおたすけ Pro！のダウンロー

ドページより、[ Remote Shutdown] をダウンロードしてご使用ください。

• シャットダウン状態から PS-Aを起動 /終了させる場合には、「コントロールパネル」

内の「システム」を設定する必要はありません。

http://www.proface.co.jp/otasuke/
http://www.proface.co.jp/otasuke/
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6.8 System Monitor Property の設定ガイド

System Monitor Property では、RAS 機能で PSを監視する項目および異常発生時の通知方法の設定

を行います。異常が発生した場合、System Monitor Property で設定した内容をもとに異常を通知し

ます。

各機能に対して以下の動作設定が可能です。

○：設定可能　×：設定不可

各機能の初期設定は以下の通りです。

 ○：設定　×：未設定　-：設定項目なし 

• System Monitor Property の設定手順は下記を参照してください。

• RAS機能で監視している PS の状態は System Monitor 画面で確認ができます。 

System Monitor 画面については下記を参照してください。

動作
機能

Buzzer Popup 
Message

OS
Shutdown

Reset LED DOUT
0～ 1

Timeout(sec):

Watchdog Timer ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Voltage ○ ○ ○ × ○ ○ ×

Fan※ 1

※ 1　PS-3651Aでは表示されません。

○ ○ ○ × ○ ○ ×

Temperature ○ ○ ○ × ○ ○ ×

Backlight ○ ○ × × ○ ○ ×

SMART ○ ○ × × ○ ○ ×

DIN0～ 1 ○ ○ ○ × ○ ○ ×

Remote Reset ○ × × × × × ×

• SMART監視を行うには Administrator権限が必要です。Administrator権限を持たない

ユーザーがログインした場合、SMARTの項目の欄には何も表示されません。

動作
機能

Buzzer Popup 
Message

OS
Shutdown

Reset LED DOUT
0～ 1

Timeout(sec):

Watchdog Timer × ○ × × ○ × ○（5sec）
Voltage × ○ × - ○ × -
Fan※ 1

※ 1　PS-3651Aでは表示されません。

× ○ × - ○ × -
Temperature × ○ × - ○ × -
Backlight × ○ - - ○ × -
SMART × ○ - - ○ × -
DIN0～ 1 × ○ × - ○ × -
Remote Reset × - - - - - -

6.3.2 設定手順 (6-10ページ )

6.9 System Monitor画面の設定ガイド (6-32ページ )
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6.8.1 Voltage / Fan / Temperature / Backlight / SMART / DIN0 / DIN1

   

• DIN1、Backlight、Voltage、Temperature、SMART、Fanのタブを選択すると、DIN0と

同じ設定項目が表示されます。

• PS-3651A では Fanは表示されません。

設定項目 設定内容

Enable チェックをつけると選択している項目の監視を開始します。

Error Action 有効の範囲を超えた場合のアクションを設定します。[Enable]にチェックをつけ
ると設定が可能になります。

LED フロント LEDが橙に点灯します。

Buzzer

警告音としてブザー音を鳴らします。

• OS Shutdownが設定されている場合は選択できません。

Popup 
Message

PopupMessage をアクションに設定した場合、空欄に入力した文字（例：
DIN0Error）がポップアップメッセージとして表示されます。 
PopupMessage の詳細については下記を参照してください。

DOUT0～ 1 RASポートから出力します。

OS Shutdown

OSを終了します。

• 終了時にメッセージは出ません。

■ 異常が発生したら (6-13ページ )
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6.8.2 Remote RAS

設定項目 設定内容

Enable チェックをつけるとリモート RAS機能を起動します。

Throw device 監視したい項目を設定します。

Interface

Pro-Serverと接続する IPアドレスを設定します。

• PS-Aに IPアドレスが 2個以上割り当てられている場合は、[Auto]は選択でき
ません。DHCPサーバから固定の IPアドレスが取得できるように設定してく
ださい。詳しくはネットワーク管理者にお問い合わせください。

Server Filter 特定の IPアドレスを持つサーバとのみ通信したい場合チェックをつけます。

Port No 通信したいサーバのポート番号を指定します。

IP Address1 通信したいサーバの IPアドレスを指定します。

IP Address2 通信したいサーバの IPアドレスを指定します。
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6.8.3 Watchdog Timer

設定項目 設定内容

Enable チェックをつけるとWatchdog Timerを有効にします。

Timeout(sec): タイマを設定します。

Error Action 有効の範囲を超えた場合のアクションを設定します。

PopupMessage

PopupMessageをアクションに設定した場合、空欄に入力した文字（例：
Watchdog Timer Error）がポップアップメッセージとして表示されます。 
PopupMessaageの詳細については下記を参照してください。

■ 異常が発生したら (6-13ページ )
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6.8.4 Remote Reset

設定項目 設定内容

Enable チェックをつけると Remote Resetを有効にします。
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6.9 System Monitor画面の設定ガイド

監視中の PS-Aの状態が確認できます。

確認したい項目のタブをクリックしてください。

• RAS機能で PSの状態を監視する項目および異常発生時の通知方法の設定は、

SystemMonitor Propertyで行います。System Monitor Propertyの設定については下記を

参照してください。

6.8 System Monitor Property の設定ガイド (6-27ページ )
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6.9.1 Voltage / Fan / Temperature / Backlight / Watchdog Timer

• Temperatureのタブを選択すると、Voltageと同じ項目が表示されます。

• Backlight、Watchdog  Timerのタブを選択すると、[Status]のみが表示されます。

• PS-3651Aでは FANは表示されません。

設定項目 設定内容

Name 監視要素名を表示します。

Status

監視したい項目を設定します。各監視要素の状態を表示します。
[Pass] : 正常
[Error] : 異常
[Disable] : 監視しない

• Soft Mirrorを選択した場合は表示される項目が異なります。詳細はソフトミ
ラーユーティリティのマニュアルをご覧ください。

Buzzer Off 異常通知の方法に Buzzerを選択している場合、押すとブザー音が止まります。

Reset

異常が検出された後、システムモニタを「異常」状態から復帰させます。

• 異常対処後は必ず Resetを行ってください。Resetを行わないと過去の異常履歴
が残った状態になるため、異常原因が解消されても再度異常が検出されてしま
います。異常状態からの復帰方法については下記を参照してください。

Minimize System Monitor画面タスクトレイに格納します。

■ 異常が発生したら (6-13ページ )
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6.9.2 SMART

設定項目 設定内容

Device No. 監視するハードディスクに番号をつけて表示します。

Model ハードディスクの型式を表示します。

Status

各監視要素の状態を表示します。
[Pass] : 正常
[Error] : 異常
[Disable] : 監視しない
[Not Support] : 未対応

• [Not Support]は CFカードなど SMARTに対応していないデバイスが検出され
た場合に表示されます。

Buzzer Off 異常検出の方法に Buzzerを選択している場合、押すとブザー音が止まります。

Reset

異常が検出された後、システムモニタを「異常」状態から復帰させます。

• 異常対処後は必ず Resetを行ってください。Resetを行わないと過去の異常履歴
が残った状態になるため、異常原因が解消されても再度異常が検出されてしま
います。異常状態からの復帰方法については下記を参照してください。

Minimize System Monitor画面タスクトレイに格納します。

■ 異常が発生したら (6-13ページ )
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6.10 エラーメッセージ

■異常時ポップアップメッセージ

Error Actionで Popup Messageを有効にし、エラーが発生した場合、出荷状況では以下のメッセー

ジがポップアップメッセージの出力画面に表示されます。

エラー発生場所 メッセージ

VcoreA "VcoreA Power Supply Error"
VcoreB "VcoreB Power Supply Error"
+3.3V Voltage "+3.3V Power Supply Error"
+5V Voltage "+5V Power Supply Error"
+12V Voltage "+12V Power Supply Error"
+2.5V Voltage "+2.5V Power Supply Error"
-12V Voltage※ 1

※ 1 PS-3651Aでは表示されません。

"-12V Power Supply Error"
System FAN※ 1 "System FAN Error"
System Temperature "System Temperature Error"
System2 Temperature "System2 Temperature Error"
CPU Temperature "CPU Temperature Error"
Watchdog Timer "Watchdog Timer Error"
Backlight "Backlight Blowout Error"
SMART "SMART Error"

• ポップアップメッセージの出力画面に表示されるメッセージは System Monitor Property

にて変更することができます。

6.3.1 詳細 (6-10ページ )
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■イベントビューアで表示されるエラーメッセージ

エラー発生場所 エラーメッセージ

Vcore A Vcore A Error has occurred.

Vcore B Vcore B Error has occurred.

+3.3V +3.3V Error has occurred.

+5V +5.0V Error has occurred.

+12V +12V Error has occurred.

+2.5V +2.5V Error has occurred.

-12V※ 1

※ 1 PS-3651Aでは表示されません。

-12V Error has occurred.

System Fan※ 1 System Fan Error has occurred.

System Temperature System Temperature Error has occurred.

System2 Temperature System2 Temperature Error has occurred.

CPU Temperature CPU Temperature Error has occurred.

Watch Dog Timer Watch Dog Timer Error has occurred.

Backlight Backlight Error has occurred.

SMART

SMART Error has occurred. Attribute (No.) (Attribute Name) Device (No.) 
(HD Model).
( )内は発生するエラーの内容およびエラーが発生したデバイス（0：マス
ター、1：スレーブ）によって異なります。
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◆エラー発生時の動作

• 表中の□□はエラー発生場所を表します。

• エラー発生時の動作はシステムモニタプロパティで設定します。

エラー発生時の動作 エラーメッセージ

Buzzer Buzzer has sounded because of □□ error.

Popup Message Popupmessage has been shown because of □□ error.

OS Shutdown Window has been shut down because of □□ error.

LED LED has output because of □□ error.
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■デバイスの読み書き時に発生するエラーメッセージ

上記以外のエラーメッセージについては、「Pro-Server with Pro-Studio for Windowsオペレーション

マニュアル」を参照してください。

エラーコード
エラーメッセージ

10進数 16進数
9530 253Ah RAS初期化エラーです。
9531 253Bh サポートされていないコマンドです。

9532 253Ch サポートされていないアクセスタイプです。

9533 253Dh サポートされていないリードライトタイプです。

9534 253Eh デバイスへのアクセスは拒否されました。

9535 253Fh デバイスへの値設定 /取得が失敗しました。

65535
(符号なし )

FFFFh
電圧値、温度値、ファン回転数での無効な値また
は対応していないデバイスを読み書きした場合に
返ってくる値。



第 6章　PS-Aの状態を監視する

6-39

6.11 制限事項

■サポートしている Pro-Server機能

PS-Aでサポートしている Pro-Serverは以下のとおりです。各機能の詳細は、「Pro-Server with Pro-

Studio for Windows オペレーションマニュアル」を参照してください。

■サポートしている簡易 DLL機能

PS-Aでサポートしている簡易 DLL機能は以下のとおりです。

・ダイレクト Read関数　                                ・ネットワークプロジェクトファイルのロード

・ダイレクトWrite関数                                   ・エラーコードの文字列変換

・キャッシュ Read関数                                    ・参加局ステータス読み出し関数

・マルチスレッドハンドルの取得                  ・簡易 DLLの初期化

・マルチスレッドハンドルの解放                  ・簡易 DLLの終了

Pro-Server機能 ○ :サポートしている
× :サポートしていない

DDE機能 ○

簡易 DLL機能
(ProEasy.dll)

OPCサーバインターフェイス ○

SRAMバックアップデータ ×

アクション機能 ×

配信機能 ×

データビュー 　○※ 1

※ 1 Pro-Server with Pro-Studio for Windows Ver.4.0以上が必要です。

VBA機能補助 ○

デバイスデータのバックアップ /
リストア機能

○

キャプチャ画面の保存機能 ×

セキュリティ機能 ○

デバイスモニタ ○

ステータスモニタ ×

読み込み時間の測定 ○

• PS-Aのサポート OSと Pro-Serverのサポート機能は異なりますのでご注意ください。

• PS-A内でリモート RAS機能と Pro-Serverを同時に使用する場合は、異なるポート番

号を使用してください。

■ サポートしている簡易DLL機能 

(6-39 ページ )
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7-1

7 保守と点検

1. ディスプレイの手入れ
2. ファンフィルタの清掃
3. 定期点検
4. 防滴パッキンの交換
5. バックライトの交換
6. 内蔵電池の交換

PS-Aを快適に使用するための注意や点検基準を説明しています。
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7.1 ディスプレイの手入れ

ディスプレイの表面、およびフレームが汚れた時には、柔らかい布に水でうすめた中性洗剤をし

みこませて固く絞り、ディスプレイの表面やフレームの汚れを拭き取ります。

• シンナー、有機溶剤、強酸系などは使用しないでください。

• シャープペンシルなどの先が鋭利なもので画面に触れないでください。キズや故障の

原因になります。
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7.2 ファンフィルタの清掃

PS-3650Aには、CPUやメモリの冷却のためファンを使用しております。ファンフィルタが汚れま

すと本来の機能を十分に発揮できませんので、定期的にフィルタの清掃を行ってください。

(1) PS-Aの電源スイッチを OFFにし、電源ケーブルを取り外します。表示面を下にして水平な

ところに置きます。

(2) 下図のネジ（２箇所）を外し、ファンユニットを取り外します。

(3) ファンユニットをひっくり返し、ネジ（1箇所）を外してファンを持ち上げます。ファンカ

バーとファンの間にあるフィルタを取り出します。
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(4) フィルタに付いたゴミを掃除機などで除去します。汚れがひどい場合は中性洗剤を使用し水

洗いしてください。

(5) フィルタをセットし、ファンカバーのネジを締めます。

(6) ファンユニットを本体に取り付けます。

• フィルタはねじらないでください。

• フィルタを乾かす際は、直射日光を避け陰干ししてください。

• フィルタは十分乾いた後に取り付けてください。

• ファンカバーが確実に取り付けられていることを確認して下さい。PS-A使用中に

ファンカバーが脱落するおそれがあります。

• ファンユニットを本体に取り付ける際は、ファンにケーブルが触れないよう本体背面

から見て左側にケーブルを寄せた状態で取り付けてください。
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7.3 定期点検

PS-Aを最良の状態で使用するために定期的に点検を行ってください。

■周囲環境の点検項目

□周囲温度は適当か？

　　PS-3650A：+5～ +50℃（HDD未使用時は 0～ +50℃）

　　PS-3651A：+5～ +45℃（HDD未使用時は 0～ +50℃）

□周囲湿度は適当か？

　　PS-3650A/PS-3651A：10～ 90％RH（結露のないこと、湿球温度 39 ℃ 以下。ただし HDD 搭載

時は 29 ℃ 以下）

□腐食性ガスはないか？

盤内使用の場合は、盤内が周囲環境です。

■電気的仕様の点検項目

□電圧は範囲内か？

　　PS3650A-T41/PS3651A-T41：AC85 ～ 265V、50/60Hz

　　PS3650A-T41-24V/PS3651A-T41-24V：DC19.2 ～ 28.8V

■取り付け状態の点検項目

□接続ケーブルのコネクタは完全に差し込まれている（ゆるみがない）か？

□本体取り付け金具はゆるみがなく、しっかり取り付けられているか？

□防滴パッキンにキズや汚れが目立ってきていないか？

■使用状態の点検

□画面が暗くて見づらくないか？

• バックライト交換が必要な場合は、（株）デジタル サービス・リペアセンター窓口ま

でお問い合わせください。 

交換用バックライト型式：CA5-BLU12XGA-01

アフターサービスについて（巻末）



PS-3650A / PS-3651A　ユーザーズマニュアル

7-6

7.4 防滴パッキンの交換

防滴パッキンは、防塵・防滴効果を得るために使います。

■交換方法

(1) PS-Aの表示面を下にして、水平なところに置きます。

(2) パッキンを取り外します。

(3) 新しい防滴パッキンを挿入します。このとき防滴パッキンにスリットが入っている方が上下

面になるように取り付けます。

(4) 防滴パッキンの取り付け状態を確認します。パッキンが溝から均等に 2mm程度出ていれば、

正しく装着されている状態です。

• 長期間使用した防滴パッキンや盤から取り外した PS-Aを再度盤に取り付けると IP65f

相当の防滴効果を得られなくなります。安定した防塵・防滴効果を得るためには、防

滴パッキンの定期的（年 1回、またはキズや汚れが目立ってきた場合など）な交換を

お勧めします。

• 適合する防滴パッキンの型式は CA3-WPG12-01です。

PS-A背面
パッキン

ベゼルの溝

継ぎ目

単位：mm

2.0mm
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• 本体をパネルに取り付ける際には必ず防滴パッキンの取り付け状態を確認して下さ

い。防滴パッキンが溝に正しく取り付けられてないと、防滴効果 (IP65f相当 )は得ら

れません。

• パッキンは伸縮性がないため、引っ張らないでください。無理に引っ張るとちぎれる

恐れがあります。

• PS-A本体の角に防滴パッキンの継ぎ目を挿入しないでください。挿入すると、継ぎ

目に引っ張る力が加わり、防滴パッキンがちぎれる原因となります。

• 安定した防塵・防滴効果を得るために、防滴パッキンの継ぎ目は製品の下側にくるよ

うに取り付けてください。
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7.5 バックライトの交換

バックライトには冷陰極管を使用しています。バックライトには長寿命タイプのものを使用して

いますが、使用環境によっては交換の必要が生じることもありますので、バックライト交換は定

期的に行ってください。

バックライトの常温連続点灯時の寿命は、以下のとおりです。

(新品時に比べ、明るさがおよそ半分になるまでの時間 )

50,000 時間…約 5.7 年（周囲温度 25℃、連続点灯時）

■準備

以下のものを用意してください。

・交換用バックライト（型式：CA5-BLU12XGA-01）

・手袋（清潔なもの）

・プラスドライバ（ドライバサイズ No.2）

• コントロールパネルの RASコントロールで LEDの設定をしていると、バックライト

切れ検出時にステータス LEDが橙色に点灯します。

• バックライトまたは表示ユニットが故障した場合、表示画面が消えます。画面が消え

ていても、タッチパネルは正常に動作している可能性があります。このような状態で

タッチ操作を行うと意図しない結果を招くことがあります。

• バックライト切れの検出は、消費する電流を監視して行なっています。バックライト

の状態によっては検出できない場合や、完全にバックライトが切れる前に検出される

場合もあります。

【感電】

•　作業を始める前に、PS-Aの電源を切っておいてください。

•　バックライトには高電圧がかかっています。PS-Aの電源が入った状態では絶対にバッ

クライトの交換作業を行わないでください。

【ヤケド】

•　バックライトは、点灯中熱くなります。ヤケドの恐れがありますので、点灯中および

消灯直後のバックライトやその周辺にはふれないでください。作業の際には、必ず手

袋を着用してください。

【ガラス】

•　バックライトは細いガラス管でできています。強い力がかかると、割れることがあり

危険です。取り外し・取り付け時に、強い力で引っ張ったり押し込んだりしないよう

ご注意ください。
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7.5.1 PS-3650Aのバックライト交換手順

バックライトの交換作業時には必ず手袋を着用し、以下の手順に従ってください。

(1) PS-Aの電源スイッチを OFFにし、電源ケーブルを取り外します。

(2) PS-Aが組み込まれている機器（パネルなど）から本体を外し、表示面を下にして水平なとこ

ろに置きます。

(3) 拡張ボードカバーのネジ（２箇所）をはずし、拡張ボードカバーを取り外します。

(4) マスクカバーのネジ（３箇所）をはずし、マスクカバーを取り外します。

• 作業は平らな場所で行ってください。不安定な場所での作業は PS-Aの破損やケーブ

ルの断線につながります。

• 作業時は表示面を傷つけないよう、必ず保護してください。

• PCIボードを使用している場合は、拡張ボードサポータを外してから拡張ボードカ

バーと PCIボードを取り外してください。



PS-3650A / PS-3651A　ユーザーズマニュアル

7-10

(5) 下図のネジ（6箇所）をはずします。

(6) 本体を下図のように開きます。

(7) バックライトユニットのケーブルをインバータ上のコネクタから抜いた後、ケーブルクラン

プから外します。

バックライトユニット

コネクタ

ケーブルクランプ

ケーブル
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(8) バックライトユニット固定ネジ（1箇所）をゆるめ、バックライトユニットの端を持ち上げ

て溝に沿ってスライドさせながら抜きます。

(9) 新しいバックライトユニットを溝に沿ってスライドさせながら差し込み、固定ネジを止めま

す。（締め付けトルク：0.173N•m）

(10) バックライトユニットのケーブルをインバータ上のコネクタに差し込み、ケーブルクランプ

で固定します。

(11) 本体を元に戻し、ネジ（6箇所）を締めます。

(12) マスクカバー、拡張ボードカバーの順に、取り外し時と逆の手順で取り付けます。各ネジの

締め付けトルクは 0.5～ 0.6N•mです。

• バックライトや溝にごみやほこりが付着しないよう注意してください。

• バックライトを水分・油分・手あかなどで汚さないようにしてください。寿命が短く

なります。

• コネクタにケーブルを差し込む際は、奥まで確実に挿入してください。破損の恐れが

あります。

• ケーブルクランプは PS-A本体にケーブルをはさまないために設置されています。本

体を閉じる前に、ケーブルは必ずケーブルクランプに引っかけてください。

• ネジが紛失した場合、本体内部に混入していないことを確認してください。本体内部

に混入したまま電源を投入すると故障の原因になります。

• バックライトの交換が終わりましたら、PS-Aに電源を入れ、画面が正しく表示される

かご確認ください。異常がありましたら、お求め先またはサービス・リペアセンター

までご連絡ください。

アフターサービスについて（巻末）

バックライト固定ネジ
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7.5.2 PS-3651Aのバックライト交換手順

バックライトの交換作業時には必ず手袋を着用し、以下の手順に従ってください。

(1) PS-Aの電源スイッチを OFFにし、電源ケーブルを取り外します。

(2) PS-Aが組み込まれている機器（パネルなど）から本体を外し、表示面を下にして水平なとこ

ろに置きます。

(3) マスクカバーのネジ（3箇所）をはずし、マスクカバーを取り外します。

(4) 下図のネジ（6箇所）をはずします。

• 作業は平らな場所で行ってください。不安定な場所での作業は PS-Aの破損やケーブ

ルの断線につながります。

• 作業時は表示面を傷つけないよう、必ず保護してください。
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(5) 本体を下図のように開きます。

(6) バックライトユニットのケーブルをインバータ上のコネクタから抜いた後、ケーブルクラン

プから外します。

(7) バックライトユニット固定ネジ（1箇所）をゆるめ、バックライトユニットの端を持ち上げ

て溝に沿ってスライドさせながら抜きます。

(8) 新しいバックライトユニットを溝に沿ってスライドさせながら差し込み、固定ネジを止めま

す。（締め付けトルク：0.173N•m）

• バックライトや溝にごみやほこりが付着しないよう注意してください。

• バックライトを水分・油分・手あかなどで汚さないようにしてください。寿命が短く

なります。

バックライトユニット

コネクタ

ケーブルクランプ

ケーブル

バックライト固定ネジ



PS-3650A / PS-3651A　ユーザーズマニュアル

7-14

(9) バックライトユニットのケーブルをインバータ上のコネクタに差し込み、ケーブルクランプ

で固定します。

(10) 本体を元に戻し、ネジ（6箇所）を締めます。

(11) マスクカバーを元に戻し、ネジ（３箇所）を締めます。締め付けトルクは 0.5～ 0.6N•mです

• コネクタにケーブルを差し込む際は、奥まで確実に挿入してください。破損の恐れが

あります。

• ケーブルクランプは PS-A本体にケーブルをはさまないために設置されています。本

体を閉じる前に、ケーブルは必ずケーブルクランプに引っかけてください。

• ネジが紛失した場合、本体内部に混入していないことを確認してください。本体内部

に混入したまま電源を投入すると故障の原因になります。

• バックライトの交換が終わりましたら、PS-Aに電源を入れ、画面が正しく表示される

かご確認ください。異常がありましたら、お求め先またはサービス・リペアセンター

までご連絡ください。

アフターサービスについて（巻末）
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7.6 内蔵電池の交換

PS-Aは時計データバックアップのため電池を内蔵しています。

■交換方法

電池は本体内部の基板上にあります。本体の開け方は「7.5 バックライトの交換」を参照してくだ

さい。

適合電池 寿命

日立マクセル（株）製 
リチウムコイン電池 

CR2032 5年

• 電池の期待寿命は 5年ですが、寿命に満たず切れることもあります。電池の交換を前

もって実施されることを強く推奨いたします。

• 電池の交換を行うと一部の BIOS設定が初期化されます。交換後に再度設定しなおし

てください。

電池を誤って交換すると、爆発する危険性があります。（株）デジタルの指定する製品と

交換してください。

電池の交換は必ず本体の電源を切った状態で行ってください。

電池の取り扱いには十分注意してください。誤った取り扱いをするとショートするおそ

れがあります。

交換の際、電池または電池ホルダー以外の箇所には触れないでください。

交換の際、電池を本体内部基板上に落とさないよう、十分に注意してください。本体の

故障をまねく恐れがあります。

使用後の電池を破棄する際は、電池製造元の指示に従ってください。

7.5.1 PS-3650Aのバックライト交換手順 (7-9 ページ )
7.5.2 PS-3651Aのバックライト交換手順 (7-12 ページ )
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(1) 通電していないことを確認し、本体を開きます。

(2) 電池をはずします。電池ホルダのクリップを指やピンセットなどで押すと、電池が押し上げ

られ、はずれます。

(3) 新しい電池をセットします。＋極を上にして、電池ホルダのクリップ面から電池を挿し入れ

ます。上から電池をカチッと音がするまで押さえてはめ込みます。

(4) 本体を元に戻します。

• 電池をセットする際には、極性（＋ / －の向き）にご注意ください。

• 電池交換後は必ず時計データの設定をおこなってください。

内蔵電池

　クリップ

　電池ホルダ

電池＋

　クリップ
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8 トラブル 
シューティング

1. トラブルの内容と対処方法
2. リカバリー手順

PS-Aの動作がおかしい場合の対処方法と、OSのリカバリー方法についてご説明します。
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8.1 トラブルの内容と対処方法

困ったこと 対策、トラブルを解決するにはこちらへ

画面が表示されない 電源ケーブルは正しく接続されていますか？

電源 /電圧は仕様の範囲内ですか？

バックライトは点灯していますか？ 
切れていれば交換してください。

ステータス LEDは緑色に点灯していますか？

画像出力ケーブルは正しく接続されていますか？
画像出力ケーブルをつなぎ変えて再起動しましたか？
起動後に画像出力ケーブルを抜いていませんか？

○ OS のセットアップがまだ完了していない場合 
画像出力ケーブルを正しく接続し、リカバリメディアを
使用して、OSをリカバリしてください。

○ OSのセットアップが完了している場合
• アナログ RGBケーブルが正しく接続されている場合
→ キーボードの Ctrl+Alt+F1 キーを同時に 1秒以上押
してください。

• DVIケーブルが正しく接続されている場合
→ キーボードの Ctrl+Alt+F4 キーを同時に 1秒以上押
してください。

OSが正しく起動しない IDEの設定で Primary Slaveの Typeを [Auto]に設定して
いますか？

Boot対象としないハードディスクや市販の USB メモリ
などを新たに接続しましたか？

現象が発生する場合は [Power on Delay]を [Enabled]に
設定してご使用いただくと、解消できる可能性がありま
す。

3 ハードウェアのセットアップ (3-1ページ )

2.1 一般仕様 (2-2ページ )

7.5 バックライトの交換 (7-8ページ )

点灯しない場合はサービスリペアセンター
にご相談ください。

サービス・リペアセンター 大阪
TEL  (06) 6613-1638 FAX  (06) 6613-1639

■ Primary Master / Primary Slave (4-5ページ )

4.2.5 Boot (4-31ページ )

 Power on Delay (4-9ページ )
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OSが正しく起動
しない

"遅延書き込み
データの損失 "
というエラーが
頻発する

以下の条件が重なるとファイルの書き込みに失敗し、左
記のエラーが出る可能性が高くなります。
• 同一ファイルに対してオープン、読み込み、書き込み
などのアクセスを集中して行う

• 実装メモリが少なく、キャッシュメモリが不足する
• ファイルの断片化が多い
• ディスクに対する I/O負荷が高い
• 遅延書き込みが失敗する
ハードディスクのメンテナンスを行い、それでも解決し
ない場合はハードディスクを交換してください。

スタンバイ状態
と休止状態から
LAN 経由で復帰
させたい

以下の手順で設定してください。
1. スタートメニューの「コントロールパネル」を起動
します。

2.「システム」を起動します。(Windows® XPの場合は
パフォーマンスとメンテナンスのカテゴリ内にあり
ます。)

3. ハードウェアタブの「デバイスマネージャ」を起動
します。

4. ネットワークアダプタの Intel PRO/＊＊＊をダブル
クリックします。

5. 電力の管理タブの「Wake on Magic Packet」に
チェックをつけます。

シャットダウン、
リブート処理を
行っていないの
に "CMOS 
CHECK SUM 
ERROR"という
エラーが発生し
た

時計データバックアップ用電池の消耗が考えられます。
電池を交換してください。電池を抜くと BIOS の設定が
破棄されますので、電池の交換後に再設定が必要です。
以下のような場合、電池の消耗が早くなる場合がありま
す。
• ご使用の環境が急に低温から高温に移った
• 時計データバックアップ用電池を消耗しやすい拡張
ボードを使用している

接続している周辺機器が使用できな
い

電源ケーブルは正しく接続されていますか？

周辺機器は正しく接続されていますか？
→　接続する機器のマニュアルをご覧ください

ドライバの設定が必要な機器ではありませんか？
→　接続する機器のマニュアルを参照しドライバを正し
く設定してください。

USBデバイスを接続した状態で起動していませんか？
→ USB メモリ等の USB デバイスを接続した状態で本体
を起動すると、デバイスによっては以下の現象が発生す
る場合があります。
• OS が起動するまでに 1 分程度かかる
• USB デバイスが認識されない現象が発生する場合は 

[Power on Delay] を [Enable] に設定してご使用いただ
くと、解消できる可能性があります。

困ったこと 対策、トラブルを解決するにはこちらへ

7 保守と点検 (7-1ページ )

3 ハードウェアのセットアップ (3-1ページ )
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タッチパネルが反応しない PSが OSなしタイプの場合、タッチパネルドライバを
組み込む必要があります。

タッチパネルドライバを組み込んだ
がタッチパネルが反応しない

タッチパネルドライバを組み込んでいるのにタッチパネ
ルが反応しない場合は次の原因が考えられます。
・接続している外部機器 （キーボード・マウス含む） との
相性が良くない
→外部機器を外してタッチを確認してください。

・デジタルのサポート専用サイトおたすけ Pro!から組み
込んだドライバの他に、別のタッチパネルドライバも
インストールしている
→デジタルのサポート専用サイトおたすけ Pro!から
組み込んだドライバのみを PSにインストールした
状態でタッチを確認してください。

・タッチパネルドライバの設定を変更している
→タッチパネルドライバの設定を変更するとタッチが
正常に動作しない場合があります。弊社サポートダ
イヤルにお問い合わせください。

タッチ位置がずれている タッチ位置の補正を行いましたか？

タッチ位置の補正をしてもずれてい
る

タッチ位置の補正を行ってもずれが解消されない場合は
次の原因が考えられます。
・表面に傷や凹凸がある。
→ PSを取り付けている金具の締め付けが強すぎると
傷や凹凸が発生することがあります。PSを取り外
してもタッチ位置がずれるかどうか確認してくださ
い。

・タッチ補正処理が正常に完了していない。
→タッチパネルドライバをアンインストールし、最新
版のドライバを再度インストールしてください。最
新版のドライバは、デジタルサポート専用サイトお
たすけ Pro!からダウンロードできます。

・タッチ認識部にハード的な異常がある。
→タッチ操作が正常に行われる PSと置き換えて同様
の症状が起こるかどうか確認してください。機器特
有の症状である場合は、サービスリペアセンターに
ご相談の上、修理・交換を行ってください。

サービス・リペアセンター 大阪
TEL  (06) 6613-1638FAX  (06) 6613-1639

LED表示の意味が知りたい

困ったこと 対策、トラブルを解決するにはこちらへ

5.3.1 ドライバ (5-6ページ )

 アフターサービスについて (A-1ページ )

5.3.1 ドライバ (5-6ページ )

◆ LEDインジケート (6-5ページ )
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「タッチパネルセルフテストエラー」
が発生した

タッチパネルの故障です。サービスリペアセンターにご
相談ください。

サービス・リペアセンター 大阪
TEL  (06) 6613-1638 FAX  (06) 6613-1639

困ったこと 対策、トラブルを解決するにはこちらへ
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8.2 リカバリー手順

8.2.1 OSなしタイプ

お使いいただいている OSの取扱説明書をご覧いただき、リカバリーを行ってください。

OSのリカバリー終了後、ソフトウェアのセットアップを行ってください。

8.2.2 OSプリインストールタイプ　(Windows® 2000/Windows® XP)

以下の手順に従ってWindows® XP プリインストールハードディスクを修復します。

(1) PS-A の電源を入れ、すぐに [F2]キーを押してください。BIOS のセットアップ画面に入りま

す。ドライブにリカバリーメディアを挿入してください。

(2) [Boot]メニューの [Boot priority order]で、[ + ]または [ - ]キーを使用して「USB CDROM」が

一番上に表示されるよう移動させます。

(3) [F10]キーを押し [Save configuration changes and exit now?]で [Yes]を選択して設定を保存し、

PS-Aを再起動します。

(4) 再起動後、Symantec Ghost™ が自動的に起動します。

■ PS-Aの専用ソフトウェアのセットアップ (5-3ページ )

• リカバリーを行うとハードディスクのデータは出荷時の状態に戻ります。

• リカバリーを行うには、市販の USB キーボードと PS-Aに DVDドライブが搭載され

ていない場合は USBの DVD-ROMドライブが必要です。

• リカバリーの際には、USBメモリや CFカードなどの外部ストレージデバイスを接続

しないでください。
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(5) Symantec Ghost™ が起動したら、[Question]ダイアログが表示されます。 

"Partition sizes correct?" 

(6) New Size で表示されている容量をリカバリーします。確認して [Yes]ボタンを押します。変

更する場合は、[No]ボタンを押し、[Destination Drive Details]ダイアログに移ります。

[Destination Drive Details]ダイアログで New Size を変更して [OK]ボタンを押します。

• Symantec GhostTMの画面では、タッチ操作はできません。USBキーボードまたは USB

マウスを接続して画面を操作してください。
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(7) [Question]ダイアログが表示されますので [Yes]ボタンを押します。ハードディスクのデータ

を出荷時状態に戻すことについての再確認です。 

"Proceed with disk restore? Destination drive will be permanently overwritten."

(8) リカバリーが始まります。リカバリー終了後、Symantec Ghost™が終了し次のメッセージが表

示されます。メッセージが表示されたら、PS-Aの電源を切ります。 

"Please turn off the computer."

(9) 電源再投入後、すぐに [F2]キーを押して BIOS のセットアップ画面に入ります。

(10) [F9]キーを押し、[Load default configuration now?]で [Yes]を選択すると、BIOSが出荷時設定

値になります。[F10]キーを押して設定を保存し、再起動します。

(11) 再起動後、OS のセットアップを行ってください。

■ OSのセットアップ (5-5ページ )

• BIOSが起動ドライブを認識しない場合やハードウェアに関わる故障の場合、

Symantec Ghost™では修復できません。本製品の修理や交換が必要な場合には、 

（株）デジタルサービス・リペアセンター (06-6613-1638)までご連絡ください。

• ハードディスクは寿命部品です。ハードウェア仕様を充分ご配慮の上、定期的なデー

タのバックアップをお奨めします。
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A 付録

1. I/Oマップ
2. メモリマップ
3. 割り込みマップ
4. 使用許諾書

I/Oマップ、メモリマップ、割り込みマップなどのハードウェア構成について説明します。



PS-3650A / PS-3651A　ユーザーズマニュアル

A-2

1 I/Oマップ

アドレス ATシステムデバイス システム固有デバイス

0000H-001FH DMAコントローラ (8237)
0020H-003FH 割り込みコントローラ (8259A)
0040H-005FH システムタイマ (8254)
0060H-006FH キーボードコントローラ

0070H-007FH RTC、NMIマスク
0080H-009FH DMAページレジスタ
00A0H-00BFH 割り込みコントローラ 2(8259A)
00C0H-00DFH DMAコントローラ 2(8237)
00F0H-00FFH 数値演算プロセッサ

01F0H-01FFH ハードディスク (IDE)
0290H-0297H リザーブ システムモニタ

02F8H-02FFH リザーブ

03B0H-03BBH ビデオコントローラ (VGA)
03C0H-03DFH ビデオコントローラ (VGA)
03F8H-03FFH シリアルポート 1(COM1):汎用

• お客様にて組み込まれた PCIバスボードのリソースはプラグアンドプレイ機能によ

り、空きリソースに自動割り付けされます。
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2 メモリマップ

※ 1 BIOS設定の「Video (Intel IGD) Control Sub-Menu」画面の「IGD-Memory Size」で割り当て

られた容量－ 1MBとなります。

     SMRAM 

     FrameBuffer

     拡張メモリ 
 
 
 

     システム BIOS 

     拡張 ROMエリア 
 

     PXE BIOS、VGA BIOS

     Video RAM 

     コンベンショナルメモリ 

 

MAXMEM

MAXMEM-1MB

F000:0000

MAXMEM-9MB※ 1

1MB

D000:0000

C000:0000

A000:0000

0000:0000



PS-3650A / PS-3651A　ユーザーズマニュアル

A-4

3 割り込みマップ

■ハードウェア割り込み一覧

■ DMAチャンネル一覧

• 割り込み、DMAチャンネルは PCIの PnPの機能によって変化する場合があります。

• ※はお客様の設定によってはプラグアンドプレイデバイスである下記デバイスが自動

的に割り当てられます。 

  Display Controller 

  SMBus Controller 

  Multimedia Device 

  Network Controller 

  USB Controller

要因

NMI パリティエラーまたは I/Oチャネル・チェック
IRQ 0 タイマ (チップセット内 )

1 キーボード

2 コントローラ 2からのカスケード
3 リザーブ

4 シリアルポート 1 (COM1)：汎用ポート
5 ユーザー使用可　※

6 リザーブ

7 ユーザー使用可　※

8 リアルタイムクロック

9 ACPI
10 ユーザー使用可　※

11 ユーザー使用可　※

12 ユーザー使用可　※

13 数値演算プロセッサ

14 ハードディスク (IDE)
15 ハードディスク (IDE)

要因

DMA 0
1
2
3
4 コントローラ 1へのカスケード
5
6
7

8ビット
転送用

8ビット
転送用
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4 使用許諾書

■株式会社ディ・エム・シー製　Mouse Emulation Software (TSC-1310D/DD) 
ソフトウェア使用許諾書

本製品を開封又は御使用前に、以下のライセンス契約を必ずお読みください。 

本使用許諾契約書は、下記に示されたソフトウェア製品 (以下「本ソフトウェア製品」)に関して

お客様と株式会社ディ・エム・シー (以下「DMC」)との間に締結される契約書です。本ソフト

ウェア製品を開封、インストール、複製又は使用することによってお客様は本契約に同意し、契

約が成立したものとします。事前に本契約を十分に御確認、御理解をお願いいたします。本契約

に同意されない場合、DMCはお客様に本ソフトウェア製品の開封、インストール、複製、又は使

用のいずれも許諾できません。そのような場合、未使用の本ソフトウェア製品を直ちに購入先へ

御返却ください。お支払済みの代金が御返却されます。

1. 著作権

本ソフトウェア製品の著作権は Touch-Base Ltd.に帰属します。

2. 使用権

DMCは、本ソフトウェア製品に含まれるプログラム及びこれに関する資料を、以下の条件で

使用できる譲渡不能の非独占的使用権をお客様に許諾します。

①お客様は、本ソフトウェア製品を、ライセンス許諾される本ソフトウェア製品及びそのコ

ピーを複数のコンピュータによる本ソフトウェア製品の使用を許可するライセンスを購入

していない場合は、特定の１台のコンピュータ上でのみ本ソフトウェア製品を使用する権

利を与えられます。

②お客様は、使用を許可されているコンピュータ１台につき１部を、バックアップの為にの

み本ソフトウェア製品のコピーを作成することができます。上記以外の目的の為に本ソフ

トウェア製品の一部又は全てをメディアを問わずコピーすることはできません。

③お客様は、本ソフトウェア製品のコピー全てに対し、本ソフトウェア製品と同様の著作権

表示等を明記しなければなりません。

④本ソフトウェア製品及びそのコピーの無体財産権は DMC及び DMCへの供給者に帰属しま

す。

3. 使用期間

本契約は、契約成立時から、DMC又はお客様が本契約に従い解約するまで継続します。
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4. 使用権の消滅

①お客様は、本ソフトウェア製品及びそのコピーの内容物全てを抹消、又は破壊することに

より、いつでも本ソフトウェア製品の使用権を消滅させることができます。

② DMCは、お客様が本許諾内容に違反した場合、通知によりお客様の本ソフトウェア製品の

使用権を消滅させることができます。この場合、お客様は本ソフトウェア製品及びそのコ

ピーの内容物全てを 1ヶ月以内に DMCに返却するものとします。

5. 保証

①DMCは、本ソフトウェア製品購入後、90日間本ソフトウェア製品が記録、格納されている

媒体自体又は当該媒体に於ける本ソフトウェア製品の記録状態に材質上又は製作上の瑕疵が

無い事を保証します。万一、本保証期間中に本ソフトウェア製品が記録、格納されている媒

体自体又は当該媒体に於ける本ソフトウェア製品の記録状態に材質又は製作上の瑕疵が認め

られた場合、本ソフトウェア製品が記録、格納されている媒体を交換いたします。但し、お

客様から当該瑕疵につき本保証期間内に通知していただくことを条件とします。

②DMCは、前項の本ソフトウェア製品が記録、格納されている媒体の交換を除いては、本ソ

フトウェア製品に対していかなる明示、又は暗黙の保証を与えることは無く、お客様に供給

されたときの状態にて使用許諾します。又、本ソフトウェア製品がお客様の特定の使用目的

のために適切又は有用であること、本ソフトウェアの実行が中断されないこと及びその実行

に誤りが無いことを保証する物ではありません。

③本状に基づく DMCの責任は本ソフトウェア製品が記録、格納されている媒体の交換に限定

されるものとし、DMCはその他の法律上の瑕疵担保責任を含む全ての明示又は黙示の保証

責任及び本ソフトウェア製品に起因するお客様の逸失利益、特別な事情から生じた損害、

データなどに対する損害及び無体財産権に関し第三者からお客様に対してなされた損害賠償

請求に基づく賠償責任などの一切の責任を負いません。

6. お客様の義務 

お客様は、本ソフトウェア製品が著作権法等によって保護される無体財産権を含む機密情報又

は財産的情報を有することを認識するとともに、以下の行為をしないものとします。

①本許諾条項以外により本ソフトウェア製品を使用、コピー、又は解析、改変する行為。

②本ソフトウェア製品を第三者への譲渡、賃貸、再許諾する行為。

③本ソフトウェア製品に直接記録、又は本ソフトウェア製品が記録、格納されている媒体に

表示されている著作権を含む無体財産権の権利表示を削除、又は変更する行為。
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7. 輸出規制 

本ソフトウェア製品が外国為替及び外国貿易管理法及びこれに付随する法令の規制対象品とな

る場合、お客様は当該法令及び規則を遵守するものとします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

             株式会社ディ・エム・シー

             http://www.dmccoltd.com

             本社 :〒 979-0401 福島県双葉郡広野町　広野工業団地

             TEL: 0240-27-4030　　FAX: 0240-27-4025

■ IN-fINITY soft製　Keyclick32

著作権は、IN-fINITY soft が所有しています。本プログラムの使用ならびに使用不能におけるいか

なる損害に関して一切責任を負わないものとします。また、本プログラムに不具合が発見されて

も作者は不具合を修正する義務を負わないものとします。
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アフターサービスについて

アフターサービスについて

■サービス・リペアセンター

（株）デジタル製品の故障、修理などのご相談に対応いたします。

お問い合わせの際には問題点、現象などをあらかじめご確認の上、ご連絡ください。また製品送

付時には、問題点、現象を書き留めた修理依頼書を同封してください。その際、輸送時の振動で

製品が破損しないよう、梱包状態には十分ご注意くださいますようお願いいたします。 

（修理依頼書は下記の受付窓口へご請求ください。）

■お問い合わせ先

サービス・リペアセンター 大阪

TEL  (06) 6613-1638 FAX  (06) 6613-1639

以下のサービスの受付窓口は、お買い求めの代理店、(株 )デジタルの営業担当、または (株 )デ

ジタル サービス・リペアセンターです。

■契約保守

製品ご購入時に年間一定料金で契約を結ぶことにより、不具合に対して無償でサービス・リペア

センター修理をするシステムです。

■サービス・リペアセンター修理

お客様より修理品をサービス・リペアセンターへ返却していただき、修理するシステムです。故

障した製品を宅配便等でお送りいただき、修理後ご指定の場所へお返しいたします。処置内容に

より修理費用は異なります。

■保証および修理について

1. 無償保証期間

無償保証期間は、納入後 12ヶ月とさせていただきます（有償修理品の故障に対しては、同一部位

のみ修理後 3ヶ月）。無償保証期間終了後は有償での修理となります。

2. 無償保証範囲

(1) 無償保証につきましては、上記無償保証期間中、弊社製品の使用環境・使用状態・使用方法な

どがマニュアル・取扱説明書・製品本体注意ラベル等に記載された諸条件や注意事項に従って

いた場合に限定させていただきます。

(2) 無償保証期間内であっても、次のような場合には有償修理とさせていただきます。

1．納入後の輸送（移動）時の落下、衝撃等、貴社の取扱い不適当により生じた故障損傷の場合。

2．カタログ・マニュアル記載の仕様範囲外でご使用された場合。

3．取扱説明書に基づくメンテナンス、消耗部品の交換保守が正しく行われていれば防げたと認

められる故障の場合。

4．火災、地震、水害、落雷、その他天変地異、公害や異常気圧による故障及び損傷。

5．接続している他の機器、および不適当な消耗品やメディアの使用に起因して本製品に生じた

故障及び損傷。

6．消耗部品の交換。

7．販売当時の科学・技術の水準では予見できない原因による故障の場合。
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8．その他、貴社による故障、損傷または不具合の責と認められる場合。

(3) 次のような場合には、たとえ有償であっても修理をお断りすることがございます。

弊社以外での修理、改造等をされたと認められる場合。

3. 生産中止について

(1) 弊社製品の生産中止は、弊社ホームページ上で、最終出荷の 6ヶ月前に掲示いたします。

(2) ただし、使用部品の生産中止に伴う弊社製品の生産中止に関しましては、部品メーカからの生

産中止の連絡があり次第、弊社ホームページ上に掲示いたします。

4. 生産中止後の修理期間（有償修理）

(1) 生産中止を弊社ホームページで掲示した月を起点として 7年間は、弊社サービスリペアセン

ターにて当該製品の修理を行います（2005年 10月現在）。

(2) 上記期間に限らず、交換部品が入手不可能となった場合には、修理できなくなることがござい

ますのでご了承ください。

5. 修理条件

(1) 修理は、弊社製品のみを対象といたします。オプション品は対象外となります。

(2) 修理に際し、お客様のプログラムやデータが消失することがありますので、あらかじめデータ

を保存しておいてください。

(3) 弊社製品に記憶されているお客様のデータにつきましては、取り扱いには十分に注意をいたし

ますが、お客様の重要機密に関する事項等は、修理前に消去いただくようお願いいたします。

消去できない故障の場合は、その旨をあらかじめご連絡ください。

(4) 修理は、センドバックによる弊社工場修理を原則とさせていただきます。この場合、弊社工場

への送料はお客様負担にてお願いいたします。

(5) 修理にて交換された部品の所有権は (株 )デジタルに帰属するものとします。

■技術ご相談窓口（サポートダイヤル）

PS-Aご使用時の技術的なご相談を承ります。

1. お問い合わせの前に

まずマニュアルの該当するページをご覧ください。

2. お問い合わせの際には次の点についてお知らせください

①氏名　②連絡先電話番号　③使用機種　④使用環境

問題点・現象・操作を行った手順などを、あらかじめ書き留めてからご連絡くださいますようお

願いいたします。

3. お問い合わせ先

月～金　9:00 ～ 17:00

TEL　大阪：(06) 6613-3115　　東京：(03) 5821-1105　　名古屋：(052) 932-4093

■ ホームページからのアクセス

ホームページからのお問い合わせは随時承ります。

URL  http://www.proface.co.jp/



アフターサービスについて

宛先

株式会社デジタル

　サポートダイヤル宛

ご使用環境

＜システム構成＞

□本体（型式　□ PS3650A-T41 □ PS3651A-T41 □ PS3650A-T41-24V □ PS3651A-

T41-24V)

□メインメモリ（型式　□ PSA-SDR256-BLD □ PSA-DDR512 □ PSA-DDR1G）

□ハードディスク

  ( 型式　□ PS365XA-HD40 □ PS365XA-HD40-W2K-BLD □ PS365XA-HD40-W2K/ML-BLD

   　　　 □ PS365XA-HD40-WXP-BLD □ PS365XA-HD40-WXP/ML-BLD)

□その他（オプション品、市販品）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜使用ソフト環境＞

□ Windows ® 2000 Professional プリインストールタイプ

□ Windows ® 2000 Professional Multi-Language プリインストールタイプ

□ Windows ® XP Professional プリインストールタイプ

□ Windows ® XP Professional Multi-Language プリインストールタイプ

□その他 OS　　　　　　　　　　　　　　　 Version　　　　　　　   

□アプリケーション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□その他　　　              　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　FAX : 06(6613)5982

PS-3650A/PS-3651Aお問い合わせ FAX　　　　　　　　　　　　　　         年      月      日　　枚

　　　　　　　　　　　　　　ご連絡先
フリガナ　　　　　   　　　 

貴社名　　　　　　　　　　　　　　  　     　 TEL　　　　　　　　   　　　 

ご所属　　　　　　　　　　　　　　　          FAX　　　　　　　　　   　　 

フリガナ　　　　　   　　　 

ご氏名　　　　　　　　　　　　　　            E-Mail　　　　　　　    　   

ご住所 〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　    　　　　  　　  

製品型式　　　　　　　　　　　　         ご購入先　　    　　　　　  　　   

シリアル№　　　　　　Rev. No.　　　     お買上日　　    　　　　　　　    

　　　  ※シリアル No.(本体後面の定格銘板に記載 )が記入されていないと質問にお答えできません。

お問い合わせ内容（エラーメッセージ等は正確に記入してください。）

デジタル記入欄

処理  受付
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